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市で行っている市民相談一覧（無料）
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発
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市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。相談時間は午後１時30分からでひとり
20分間。先着8人まで。時間の指定はできません。
一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～４時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権市民協働課相談室
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　☎23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階まちづくり政策課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権市民協働課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

　　　泉大津市ホームページはこちらから→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12月 29日～1月 3日
の年末年始を除く）午前 8時 45分から午後 5時 15分まで行っています。

泉大津市公式 facebook ページに「いいね！」お願いします。
（アカウント名：泉大津市役所）

地域の歴史を創った人たち(5) 
菅原孝標女（すがわらのたかすえのむすめ）

紀貫之が任国土佐から帰京の際に泉州大津付近を通っ
た承平5年（935）から数十年後、一人の都人が泉州大
津を訪れます。菅原道真の5代孫の菅原孝標女です。

菅原孝標女は康平元年（1058）に没するまでの約
40年間の出来事を『更級日記』に著しました。そこに
は、泉州大津で遭遇した出来事が記されています。

理由があって和泉国に下向し、冬に帰京の際、大津
浦で船に乗ったその夜、ひどい風雨となりました。と
ても恐ろしく「もうこれまでか」と思い、陸に船を引
き揚げ5～6日を過ごしました。土地の人々が「あの夜
船を出して石津へ行っていたら難破していたかもしれ
ない」と話すのを聞いて心細くなりました。そこで彼
女は「荒るゝ海に　風よりさきに舟出して　石津の浪
ときえなましかば」という和歌を詠んでいます。

彼女が大津浦に来た理由は、兄の定義が永承4年
（1049）から和泉守として府中へ赴任しており、永承
5～6年の秋ごろに兄を訪ねたためと考えられます。彼
女にとって嵐の中足止めを受けた泉州大津浦の思い出
は、あまり良いものではなかったかもしれません。

次回は「地域の歴史を創った人たち(6)」をお送りし
ます。
［問合］生涯学習課（市役所３階）

明治時代の泉大津海岸線
明治19年陸軍測地図「信太山」(部分)

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れなかった場合、
電話で放送内容を聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）
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修復された板絵修復された扉絵

泉穴師神社平成大修理完成記念企画展
甦る泉穴師神社～平成大修理のすべて～

3年間の修理の様子と泉穴師神社に残る文化財について
紹介します。
◆泉大津市立織編館ギャラリー
　期間：～5月21日㈰
　時間：午前10時～午後5時
　　　（入館は午後4時30分まで）水曜休館

◆桃山学院大学 学院史料展示コーナー
　　期間：5月24日㈬～6月27日㈫
　　時間：午前10時～午後5時
　　　　（入館は午後4時30分まで）
 　　　　   土・日曜日、祝日閉室　和泉市まなび野1-1
　　　　　桃山学院大学聖ペテロ館 2 階

摂社住吉神社本殿 摂社春日神社本殿泉穴師神社本社本殿

神社建築各部の名称　( 泉穴師神社本社本殿　正面）
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5 広報いずみおおつ　平成29年5月号

募集中！

地域課題の解決に役立つ
　　　　　研修費用を補助します

①次のすべてに該当する市民活動団体
ア）非営利で公益を目的として活動を行っている団体または公益活動を始めようとしている団体　
イ）団体の運営に関する規約、会則、定款その他の定めがある団体
ウ）3人以上の者で構成される団体で、その構成員の 2分の 1以上の者が本市内に住所を有し、本
市内の事務所もしくは事業所に勤務し、または本市内の学校に在学している者である団体　

②講座で学んだことを生かし、市民公益活動団体の設立や市民公益活動に参加する者
今後の市民活動、地域課題の解決に向けた新たな活動展開が期待される研修または地域活動を先導
するリーダーとしての活躍が期待される講座で、市が認めるもの。
ただし次に掲げる講座は対象外。
①政治活動、宗教活動または営利活動に関する講座 
②利益追求を目的とした資格取得のための講座
③受講者個人のみが利益を受けることが想定され、所属する市民活動団体の活動への反映が直接的
に期待できない講座
④市から他に補助や助成を受けて受講する講座
①受講料およびテキスト代
②交通費および宿泊費などの旅費
①補助対象経費の3分の 2以内の額で、１人当たり上限3万円
②同一の団体に対する補助は、講座ごとに2人までとし、かつ、１年度につき上限6万円
③同一の個人・団体に対する補助は、１年度につき１回限り
①事前に申請書を提出する必要あり。研修終了後30日以内に報告書を提出すること。
②補助を受けた団体および個人は、市が実施する市民参画手続きおよび市民協働に関する事業に　
積極的に参加するようにしてください。

補 助 対 象 者

補助対象講座

補助対象経費

補 助 金 の 額

そ の 他

　地域で活躍する人材を育成することを目的とした研
修に参加する人を支援するため、市がその費用の一部
（下記参照）を補助します。講座で学んだ内容を生かし
て地域の課題を解決していこうとする非営利・公益的な活
動を行う団体を募集します。

申込･問合　申請書（市役所１階人権市民協働課で配
布　市ホームページからダウンロードも可）を人権市
民協働課に直接提出（郵送不可）

めざす姿：市民が主体に活躍できるまち

募集中！

人材育成地域で活躍する人の学びを支援！

　発達障がいを持つ人との自発的な意思疎通を行うこ
とを目的とした、絵カードを用いてのコミュ二ケーショ
ン手法の実践方法を学ぶ。

■泉大津・発達支援勉強会
市が補助を行ったこれまでの実績（一部）

　東京都立川市自治会連合会の自治会加入促進に係る
先進事業を視察し、加入促進の事業実施における現状
や課題について学ぶ。

■泉大津市自治会連合会

学ん
で地域に還元

学ん
で地域に還元

新たなコミュ二
ケーション
手法を実践

加入促進の
現状や課題を
再確認！

協働のまちづくり人材育成事業補助金について

詳しくは
こちらから
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交金成助、は合場たれさ工着を事工ムーォフリに前う行を請申付交、しだた
。すまし成助りおとの記下を部

住てしと的目とこる図を進促通流の宅住古中やとこるす出創を境環住るきで
み産てし心安をもど子、し進促を居近・居同代世三るよに入転の代世年若

者象対成助

。とこいながとこ
たけ受を付交の金成助くづ基に綱要付交金成助ムーォフリ
宅住進促住定びよお綱要のこが員全の員成構の帯世代世三・

。とこいないてし納滞を税市が員全の帯世代世三・
。とこるいてし住居が員全帯世、し

）居同（入転に宅住るす住居が帯世親はたま、居近・居同し入
購を宅住古中に内市、降以日1月4年82成平、が帯世子・

。とこたいてし住居に外市上以年１てし続継が帯
世子、てしと日準基をでま日請申らか日1月4年92成平・

。とこる
いてし住居に内市上以年３てし続継が帯世親に点時日請申・

。とこるいてし住居、し有所ら自を居住に内市・

フリらかれこ・
済認確築建※
が築建に法適・

象対成助

定決付交成助・
。とこる

工ムーォフリ・

象対成助

限回1は成
対成助一同※
す当相に２の
併と修改震耐・
す当相に１の
工ムーォフリ・
象対成助

。いさだくてっ行を談相へ課策政りくづちま
、に前事ず必、は者象対るれさ望希を付交の金成助、おな
。いさだく覧ごを」綱要付交金成助ムーォフリ宅住進促
等居同代世三市津大泉「の載掲ジーペムーホ、はくし詳
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がとこすら暮に心安も者齢高たま、れらて育み

。宅住るす施実を事工ムーォフ
。すで要必がどな証済

。とこるいてし過経を年5後築建、れさなが

宅住象

。とこいないてし工着に事工に前定

あで上以）抜税（円万02が用費るす対に事工

事工象

り
助、ていつに宅住者象対成助一同はたま者象

）円万03限上（額るす
分01の用費の用費象対成助、は合場るす用併

）円万02限上（額るす
分01の用費象対成助、内の用費るす要に事工

額金象
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いさだく慮遠ごは場来ので車）要不み込し申（人001着先員定
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史歴な特独種一るす在混が工住
め含を）どな根屋りぎこの称通（
屋らわかな的格本るいてれさ承
地の祥発布毛もてっ至に在現
ありくつを地素の業産布毛後の

　

　

 

　

　

　

　

　　　

  

　

　

　

　

　

　 　
　 　 　
　 　

　
　 　 　 　

 
　 　
　  　　 　
　
　 　
　

醸を観景的史
、はみ並町ため
群場工の根屋
継、てしと地
。たしまげあ

　

　

 

　

　

　

　

　　　

  

　

　

　

　

　

　 　
　 　 　
　 　

　
　 　 　 　

 
　 　
　  　　 　
　
　 　
　

薫

分

ん
さ
井
荒
る
送
を
ル
ー
エ
」
う
そ
だ
り
張

引
を
も
ど
子
る
あ
に
中
の
分
自
「
／
真
写

彩色なか豊る
表代を国がわ
の界学文童児

化文

人大
分自

　

　

 

　

　

　

　

　　　

  

　

　

　

　

　

　 　
　 　 　
　 　

　
　 　 　 　

 
　 　
　  　　 　
　
　 　
　

ォ

うう

本本 家

人
分

報広書秘合問。援後鉄電海南。料無場入。かんせまし旅を」界世の
き聞を話の師講るけつき引を人のく多でま人大らかもど子。彩
作な由自なうよたい描がもど子。すましき招おを家作作本本

ル
絵

と
絵るす表

文念記ンーレグドンリ・ドッリトスア「るれわいと賞ルベベベ

常
ーノの

フ化文市津大泉「。つおおみずい、ちまる薫

いなれらばしに識常のの人
う会出にもど子の中の分

れ
わ
ら
と
に
識
常
の
人
大

。
た
し
ま
し
ー
ュ
ビ
デ
て
し

本
絵
、
り
ま
と
に
目
の
者
集

絵
た
し
版
出
費
自
て
せ
わ
合

、
き
と
の
歳
43
た
い
て
し
を

レ
ト
ス
ラ
イ
の
ー
リ
フ。
意
決

作
を
本
絵
か
つ
い
「、
き
づ
気気
づ

面
の
本
絵
、
ち
う
る
い
て
し

い
通
店
書
、
中
学
在
。
卒
部

学
大
本
日
。
す
ま
い
い
と
た

ト
ッ
カ
や
絵
顔
似
の
員
職
教

徒
生
は
き
と
の
生
学
中
、
で

が
の
く
描
を
絵

こ
い
さ
小
。
れ

形
山
年
13
和
昭
人
０
０
５
着
先
日
当

　

　

 

　

　

　

　

　　　

  

　

　

　

　

　

　 　
　 　 　
　 　

　
　 　 　 　

 
　 　
　  　　 　
　
　 　
　

う
」

う旅

）階4所役市（課報
で由自「、らがな
あのみか温、風作
たい輝に」賞学文

ムラーォ

想発い
旅うう

そ
う
『、
賞
大
賞
本
絵
本
日
で
』
き
つ

い
る
ま
に
ら
そ
は
う
ょ
き
『、
た
ま

。
す
で
挙
快
の
一
唯
て
し

と
人
本
日
。
た
し
ま
き
輝
に
）
設
創

が
府
政
ン
デ
ー
ェ
ウ
ス
、
し
念
記
を

人
０
０
５
着
先
日
当

▽

阪
大
ア
ピ
ス
ク
テ
▽
）
場
開
時

１
（
分
03
時
３
〜
時
２
後
午
▽
）
家

作
本
絵
（
氏
二
良
井
荒
」
ぃ
に
あ

ゃ
じ
本
絵
の
く
ぼ
「「
ぼ

㈰
日
82
月
5
●

　

　

 

　

　

　

　

　　　

  

　

　

　

　

　

　 　
　 　 　
　 　

　
　 　 　 　

 
　 　
　  　　 　
　
　 　
　

っ
引

の本絵いし楽

レ
グ
ド
ン
リ
、
者
著
の
』
ピ

下
つ
く
長
『（
」
賞
学
文
念
記

グ
ド
ン
リ
・
ド
ッ
リ
ト
ス
ア
「

い
と
〞
賞
ル
ベ
ー
ノ
〝
の
界

児
は
に
年
71
成
平
。
版
出
を

上
以
冊
０
０
１
に
で
ま
れ
こ

れ
さ
目
注
、
れ
さ
品
出
て

代
本
日
に
」
賞
ツ
ー
キ
「
る

人
新
の
本
絵
な
的
界
世
、
は

ョ
ジ
と
リ
ク
ッ
ユ
『
作
２
第

。
葉
言
な
ル
カ
ミ
ズ
リ
、
彩

明
で
か
豊
、
風
作
な
放
奔
由

れ
わ
ら
と
に
識
常
の
人
大

　

　

 

　

　

　

　

　　　

  

　

　

　

　

　

　 　
　 　 　
　 　

　
　 　 　 　

 
　 　
　  　　 　
　
　 　
　

ちまるれふあ気活とアデイアりま集が業企と人：姿すざめ

。」
す

ま
け
い
て
き
生
く
し
楽
も
て
ね
重

を
年
、
り
が
広
は
界
世
、
ば
れ
め
認
け

つ
見
を
れ
そ
。
す
ま
い
て
っ
残
が
分
部

の
〞
も
ど
子
〝
も
に
人
大
な
ん
ど
「

。
す
ま
い
て
し
調
強

に
う
よ
の
次
し
き
置
前
と
」
す
ま
い
て

っ
思
と
だ
力
魅
の
本
絵
が
の
も
な
由
自

、
い
ら
く
す
外
を
枠
う
い
と
人
大
・
も
ど

子
。
す
で
の
も
い
し
楽
で
由
自
と
っ
も

、
が
す
で
要
必
も
れ
そ
。
か
ん
せ
ま
い

て
っ
思
と
、
の
も
の
め
た
の
も
ど
子
は

本
絵
「
て
い
つ
に
演
講
は
ん
さ
井
荒

。
た
し
ま
し
当
担
も
ト
ス
ラ
イ
グ

ン
ニ
プ
ー
オ
の
」
愛
と
純
「
説
小
ビ

レ
テ
続
連
Ｋ
Ｈ
Ｎ。
授
教
員
客
学
大
華

精
都
京
。
賞
秀
優
祭
術
芸
ア
ィ
デ
メ

庁
化
文
は
』
タ
ル
ポ
の
国
の
マ
キ
ス
『

ン
ョ
シ
ー
メ
ニ
ア
。
賞
受
を
賞
化
文

版
出
童
児
経
産
で
』
よ
す
ま
け
あ
を

ど
ま
で
の
た
っ
な
に
さ
あ
『、
賞
）
会

議
協
書
図
童
児
際
国
本
日
（Ｙ
Ｂ
Ｂ
Ｊ

で
』
ン
ガ
ル
オ
う
よ
い
た
『、
賞
本
絵

賞
化
文
版
出
社
談
講
で
』
本
絵
の
森
『

、
賞
別
特
展
書
図
童
児
際
国
ャ
ニ
ー
ロ

ボ
で
』
び
た
の
ぞ
な
ぞ
な
『、
賞
化
文

版
出
童
児
館
学
小
で
』
き
つ
の
き
つ

そ
う
『
賞
大
賞
本
絵
本
日
で
』
き
つ

氏
ン
ー
レ

ッ
ピ
の
下

ン
ー
レ
グ

る
れ
わ
い

学
文
童
児

本
絵
の
上

。
た
し
ま
れ

し
と
表
代

あ
で
賞
人

』
ニ
ョ
ジ
ョ

も
く
早
。

色
い
る
明

自
い
な
れ

と
家
作
本

編
が
本
絵

に
展
個
、

ー
タ
ー
レ

と
」
る
作

に
さ
白
面

中
熱
に
い

学
術
芸
学

い
描
を
ト

に
誌
会
徒

き
好
大
が

ら
か
ろ
こ

ま
生
市
形

6



　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法法

るせら暮ときいきいにかやこすがも誰：姿すざめ

方方定定算算のの料料険険保保のの度度年年9922・・8822成成平平[[

＝

[平成 28・29 年度 保 料料の 定定 法法方方定算の険険保のの年

に度年92成平

） 保被
被

１注（
料険保の間年

齢高期後

　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

]]

りくづちまる

））府府阪阪大大（（法法

＋

法 大 府））]府府阪阪（

つに料険保るけおに

り なとともの課賦
割得所

た当人１者険保
額割等均者険保被

せら知おの度制療医者

　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ていつ

額金得所るな
額割

　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

軽の料険料保■

の

注

均者険保被

料険保）１注（

（

　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（合場るれらけ受が減軽

。

）

減軽の額割等均

すで円万75は額度限の額年の

１

　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）すまし明説で④～①

円946,1万５

　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

率割得所×

　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

％14.01率

　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

分

が）円946,1万5（額割等均者険保被の料険保てじ応に準水得所の帯世
減軽の額割等均者険保被

きといなえ
超を】数の者険保被×円万94＋）円万33（額除控礎基【が
どな額金得所総の）主帯世と者険保被の内帯世一同（帯世④

きといな
え超を】数の者険保被×万72＋）円万33（額除控礎基【が
どな額金得所総の）主帯世と者険保被の内帯世一同（帯世③

きといなえ超を）円万33（額除控礎基、が
どな額金得所総の）主帯世と者険保被の内帯世一同（帯世②

）るす算計てしと円万08は額
除控等金年的公、しだた（きとるあで円０が得所各の員全者
険保被の帯世該当、つか、りあで者険保被るす属に②欄下①

区定判の得所

まりなと象対は人たいてれさ入加に合組険保康健民国・険保康健民国1※
。すまれさ減軽が割7の額割等均者険保被は度年92成平

れさ課は額割得所、間の面当、は人たっあで1※者養扶被の険保員船、合
共や険保康健の社会、ていおに日前の日るす入加に度制療医者齢高期後

減軽の料険保の人たっあで者養扶被のどな険保康健の社会
。すまれさ減軽割2律一が額割得所は度年92成平、はていつに人の

円万85が額金得所るかかに定算額割得所、ちうの者象対課賦の額割得所
減軽の額割得所

　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

。すまれさ減軽が

額年（額割等均
者険保被の後減軽合割減軽

保「る

。んせま

、ず
組済共

下以円

円913,1万4

円428,5万２

円747,７

円461,５

割２

割５

割５.８

割９

　

　

　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

。いさだく認確ごを容内、でのすましり送おを」書知通定決額料険
かかに）定算本（定決の料険保療医者齢高期後の度年92成平、に月7年本

方め納とせら知おの額料険保
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後期高齢者医療
高額療養費上限額が変わります
　高額療養費制度は、家計に対する医療費の自己負担が過重なものとならないよう、医療機関の窓口に
おいて医療費の自己負担を支払っていただいた後、月ごとの自己負担限度額（※１）を超える部分につ
いて、事後に保険者から償還払い（※２）される制度です。
（※１）自己負担限度額は、被保険者の所得に応じて設定されます。
（※２）入院の場合や同一の医療機関での外来の場合、医療機関の窓口での支払いを自己負担限度額ま
でにとどめる現物給付化の仕組みが導入されています。

所得区分

課税所得 145 万円以上

負担
割合

3 割

1 割

自己負担限度額（月額）
外来

（個人ごと）
外来＋入院
（世帯ごと）

4 万 4,400 円
80,100 円

＋（医療費 -26 万 7,000）×1％
（多数回 44,400 円）

一般

低所得Ⅱ( 注 3)

低所得Ⅰ( 注 4)

1 万 2,000 円 4 万 4,400 円

8,000 円
2 万 4,600 円

1 万 5,000 円

■自己負担限度額とその基準

（注 1）医療費が 26 万 7,000 円を超えた場合はその超えた分の 1％が加算されます。
（注２）（　　）内の金額は年３回以上該当した場合の 4回目以降の額。
（注 3）低所得Ⅱとは、同一世帯の人全員が住民税非課税で、低所得Ⅰ以外の被保険者。
（注 4）低所得Ⅰとは、同一世帯の人全員が住民税非課税で、その世帯全員の個々の所得が０
円となる被保険者（ただし、公的年金等控除額は 80 万円として計算）または同一世帯の人
全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している被保険者。
※入院時の食事代や差額ベッド代など保険診療外の費用は含みません。
※月の途中で 75 歳となられた方の場合、その誕生月については、誕生日前に加入していた
医療保険制度と誕生日後の後期高齢者医療制度における自己負担限度額が、それぞれ通常月
の２分の１（半額）になります。

問合
◎制度全般に関することは大阪府後期高齢者広域連合事務局へ
保険料、被保険者資格、被保険者証などに関すること…資格管理課（☎06・4790・2028）　
給付事務、保健事業、医療費通知、レセプト点検に関すること…給付課（☎06・4790・2031）
◎保険料の納付、その他各種届出に関することは高齢介護課へ（市役所１階８番窓口）

平成 29年 8月から下表のとおり自己負担限度額が変わります

自己負担限度額（月額）
外来

（個人ごと）
外来＋入院
（世帯ごと）

5 万 7,600 円

1 万 4,000 円
年間上限

14 万 4,000 円

5 万 7,600 円
（多数回44,400円）

8,000 円
2 万 4,600 円

1 万 5,000 円

平成 29年 7月まで 平成 29年 8月から

80,100 円
＋（医療費 -26 万 7,000）×1％
（多数回 44,400 円）

（注１）

（注 2）

（注１）

（注 2）

（注 2）

平成 29年 8月から
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めざす姿：住みやすさと優しさを次世代へと引継ぐまち

　５月 1 日㈪～７日㈰は「憲法週間」です。本市でも次の
とおり関連行事を行います。
●人権ポスター展
日時　５月1日㈪～7日㈰（市役所開庁時。日曜開庁 午前 9
時～午後５時）
場所　市役所１階市民ロビー  内容　憲法・人権ポスター展
●憲法週間街頭啓発
日時　５月1日㈪　①午前８時～　②午前10時30分～
場所　①泉大津駅前・北助松駅前　②マルナカ泉大津店
●人権擁護委員による「特設人権相談」
　本市には、法務大臣の委嘱を受けた次の 6 人の人権擁護
委員が、皆さんの悩みの相談に応じています。人権問題で
お悩みの人はお気軽にご相談ください。相談は無料で、秘
密は厳守されます。
▷今井基樹（上之町）　▷小野寺美惠子（松之浜町）　▷竹
若富三郎（松之浜町）　▷馬場崎久治（我孫子）　▷濱田秋

一（助松町）　▷守安博美（二田町）　
相談日時　第２・３・４水曜日　午後１時～３時（ただし
12月は出張人権相談を実施するため第２・３水曜日）　
場所　市民相談室（市役所１階）
●特設人権相談の時間拡大
　６月１日㈭は「人権擁護委員の日」です。これにちなみ、
６月 14 日㈬は通常の特設人権相談の時間を拡大して行い
ます。
相談日時　６月14日㈬　午前10時～正午、午後１時～５
時
相談場所　市民相談室
●市の担当者が応じる人権相談は毎日開設
　市の人権相談担当者が応じる人権相談は、市役所開庁時、
随時受け付けています。
開設時間　月～金曜日　午前9時～午後5時
場所　人権市民協働課（市役所１階２番窓口）

憲法で保障されている人権について考えよう５月３日は
憲法記念日
◎「人権ポスター展」開催  　◎人権問題の悩みは人権擁護委員へ　  ◎６月 14日特設人権相談

めざす姿：思いやりを持ち人権が尊重されるまち

家賃の最大 36％引！

UR 賃貸住宅の家賃を助成します

木造住宅の耐震化を促進

木造住宅の耐震改修補助制度の
補助金上乗せについて
　市では、木造住宅の耐震化を促進するため、市内の昭和 56 年 5月 31 日以前に建築され、居住されている木造
住宅について、現在実施している耐震改修補助金額の上限を 30 万円上乗せし補助します。
補助金額は、次のとおり
耐震診断補助…耐震診断費用の内、4万 5,000 円を限度。
耐震設計補助…耐震設計費用に 10 分の 7を乗じ、1,000 円未満を切り捨てた額、10万円を限度。
耐震改修補助…耐震改修費用の内、上乗せ後、70 万円を限度（世帯の所得により上乗せ後、90 万円を限度）。
ただし、上乗せは平成 30 年 3月 31 日まで。
問合　まちづくり政策課（市役所 2階 23 番窓口）

　市外から市内の UR 賃貸住宅に、「Ｕ35 割」による賃貸
契約で、転入された若年世帯の住宅使用料の一部を助成し
ます。本市では、UR 賃貸住宅への若年世代の転入により、
地域社会の活性化を図るため家賃の一部を助成しています。
助成対象者　市外から助成対象住宅に転入される若年夫婦
世帯または子育て世帯に属する人。
※若年夫婦世帯とは、申請者とその配偶者が同居しており、
申請者とその配偶者の満年齢の合計が 70 歳以下である世
帯
※子育て世帯とは、申請者またはその配偶者が義務教育終
了前の子と同居している世帯
助成金額　　割引適用後の月額家賃の 20％相当額（上限 1
万 5,000 円）を 12 か月間

助成対象住宅　市に所在する UR 助松賃貸住宅で、Ｕ35 割
で募集を行う住戸のうち１住戸の間取りが 2DK 以上であ
ること。
　耐震性能について、昭和 56 年 6月 1日以降に建築基準
法 ( 昭和 25 年法律第 201 号）に基づく建築確認または適
合通知もしくは同等の耐震基準に適合していること。
URL:http://www.ur-net.go.jp/kansai-akiya/osaka_minami/
0690.html
申込・問合　まちづくり政策課（市役所 2階 23 番窓口）
詳しくは、ホームページ掲載の「泉大津市転入促進賃貸住
宅家賃助成金申請の手引き 」へ。「Ｕ35 割」の詳細は、
URの窓口にお問い合わせください。
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　地方自治体の歳出を分類する方法には、経済的性質に分類した「性質別
経費」と、行政目的に分類した「目的別経費」があり、それぞれ右のグラ
フのとおりとなっています。
　地方自治体の経費を性質別にみると、「義務的経費」・「投資的経費」・「そ
の他の経費」に分類することができます。「義務的経費」とは支出が義務付
けられており、任意に節減することのできない経費（人件費・扶助費・公債費）
で、「投資的経費」とは学校や道路などの建設・整備に要する経費です。そ
して、歳出全体から「義務的経費」および「投資的経費」を除いた経費を「そ
の他の経費」としています。
■ 性質別内訳
【義務的経費】
　義務的経費は、前年度と比較して 1.9％減の 155 億 3,534 万円（3 億
82万円の減）、歳出全体の 58.9％としました。扶助費については、生活保
護費のほか、高齢者、児童、障がい者などに対する社会保障関係費として
2.7％減の 83 億 9,430 万円（2億 3,021 万円の減）、人件費は 0.6％減の
40 億 5,986 万円（2,393 万円の減）と見込み、市債の償還に係る公債費
については、1.5％減の 30 億 8,118 万円（4,668 万円の減）と見込んだ
ことによるものです。なお、直近５年間の扶助費の推移については下のグ
ラフをご参照ください。
【投資的経費】
　投資的経費は、前年度と比較して 38.1％減の 10 億 6,212 万円（6 億
5,509 万円の減）、歳出全体の 4.0％としました。これは、（仮称）えびす
認定こども園施設整備事業、消防庁舎移転にかかる通信機器移設工事、中
央線跨線橋の橋りょう補修事業が増となる一方、南海本線連続立体交差事
業、体育館施設整備事業、旭小学校増改築事業、自転車等駐車場整備事業
の減などを見込んだことによるものです。
【その他の経費】
　その他の経費は、前年度と比較して 0.7％減の 97 億 7,400 万円
（6,460万円の減）、歳出全体の37.1％としました。これは、病院事業会計
繰出金を 9 億円（7,610 万円の増）、下水道事業特別会計繰出金を 13 億
1,396 万円（１億 3,788 万円の減）、国民健康保険事業特別会計繰出金を
８億8,140万円（7,464万円の減）など見込んだことによるものです。

■ 歳出の概要

263億
7,146万円

▷扶助費
83億 9,430 万円
（31.8％）

歳出
▷人件費
40億 5,986 万円
（15.4％）▷公債費

30億 8,118 万円
（11.7％）▷投資的経費

10億 6,212 万円
（4.0％）

▷繰出金
42億 3,125 万円
（16.1％）

…投資的経費
…義務的経費

…その他の経費

▷物件費
29億 2,417 万円
（11.1％）

▷補助費等
22億 1,991 万円
（8.4％）

▷積立金
2億 6,035 万円
（1.0％） ▷維持補修費、予備費、

貸付金　1億 3,832 万円
（0.5％）

歳 出 使 い み ち の「性 質」別 内 訳 グ ラ フ

■ 扶助費の推移

73.1
億
円

73.1
億
円

75.1
億
円

80.1
億
円

84.9
億
円

79.5
億
円

263億
7,146万円

①民生費
126 億 5,396 万円
（48.0％）

②公債費
30億 3,840 万円
（11.5％）

③衛生費
27億 5,196 万円
（10.4％）

④土木費
23億 9,946 万円
（9.1％）

⑤総務費
21億 123 万円
（8.0％）

⑥教育費
17億 1,313 万円
（6.5％）

歳出

歳 出 使 い み ち の「目 的」別 内 訳 グ ラ フ
⑦その他
17億 1,332 万円
（6.5％）

歳 出 市 民 一 人 あ た り の 予 算
平成 29年度の歳出予算額を、市民１人あたりに置き直すと…

①民生費（高齢者や障がい者、児童の福祉に）
②公債費（借入金の返済に）
③衛生費（ごみ処理や病気予防に）
④土木費（道路・河川・公園整備に）
⑤総務費（窓口業務や税金徴収に）
⑥教育費（学校、公民館、生涯学習に）
⑦その他（消防活動、防災、議会運営、商工、
農林水産業に）

16万 7,493円
４万　218円
3万 6,426円
３万1,760円
2万7,813円
２万2,676円
２万2,678円

●市民一人あたりの歳出額…34万9,064円（11,917円の減）
(2,378円の増）
(439円の減）

（1,135円の増）
(8,838円の減）
(421円の減）

（8,182円の減）
（2,450円の増）

平成 29年度の歳入における市税予算額を市民１人あたりに置き直すと…
※平成 29年１月１日現在　住民登録人口 7万 5,549 人で計算

※平成 29年１月１日現在　住民登録人口７万 5,549 人で計算

●市民一人あたりの市税負担額…14万9,500円

83.9
億
円
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平成 29 年度  泉大津市予算
一般会計は前年度比 3.7％減の 263 億 7,146 万円

一般会計
特別会計
企業会計
計

263億7,146万円
212億7,146万円
90億 2,907万円
566億 7,199万円

平成 29 年度（Ａ）会 計 名 平成 28 年度（Ｂ） 増減額（Aー B）
273億 9,196万円
216億3,465万円
91億 8,127万円
582億 　788万円

▲10億2,050万円
3億 6,319万円
1億5,220万円
15億3,589万円

3.7％
1.7％
1.7％
2.6％

▲
▲

▲
▲

▲

増 減 率

歳入は、市税や使用料・手数料など地方自治体の権限で収入できる
財源「自主財源」と、地方交付税や国府支出金など国や府の意思決
定に基づき交付される財源「依存財源」に分けることができます。
【自主財源】
　自主財源は、前年度と比較して0.8％増の126億8，729万円（１
億 355 万円の増）、歳入全体の 48.1％と見込みました。このうち、
自主財源の柱である市税は、個人市民税の増収を見込み、3.２％増
の36億5,025万円（１億1,220万円の増）としました。
　また、税外収入については、前年度と比較して 4.1％減の 13 億
9,269万円（５,905万円の減）としました。

【依存財源】
　依存財源は、前年度と比較して 7.６％減の 136 億 8,417 万円
（11 億 2,405 万円の減）、歳入全体の 51.９％と見込みました。こ
の主な減の要因としては、年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事
業費補助金や小学校整備事業費交付金の減、南海本線連続立体交差
事業に伴う委託金の減などにより、国や府からの支出金が減となる
ことや、市債を 18 億 4,940 万円（7,660 万円の減）と見込んだこ
とによるものです。
　地方消費税交付金については12億8,000万円（1億700万円の
減）と見込み、このうち５億 2,700 万円（4,400 万円の減）は社会
保障財源交付金として、障がい福祉事業などの社会保障関連経費に
充てられます。

■ 歳入の概要

■ 平成 29年度 当初予算

■ 一般会計の市債と基金の残高見込み
　（平成29年２月現在）

263億
7,146万円

▷市税
112 億 9,460 万円
（42.8％）

歳入

▷税外収入（※）
13億 9,269 万円
（5.3％）

※税外収入…諸収入、使用料および手数料、繰越金、分
担金および負担金、財産収入、繰入金、寄附金

▷国庫支出金
48億 7,652 万円
（18.5％）

…自主財源

（　）内…予算に占める割合

▷地方交付税
34億 5,000 万円
（13.1％）

▷市債
18億 4,940 万円
（7.0％）

▷府支出金
18億 3,225 万円
（6.9％）

▷譲与税･交付金
16 億 7,600 万円
（6.4％）

…依存財源

※表示単位未満を四捨五入している関係で、計が一致しないことがあります

【平成 29年度予算の内容】
一般会計をはじめとする平成 29 年度当初予算が３月議会で可決されましたので、その概要をお知ら
せします。
一般会計、特別会計、企業会計の全会計における総額は、前年度比 2.6％減の 566 億 7,199 万円、
うち一般会計は前年度比 3.7％減の 263億 7,146 万円となっています。　　
一般会計において、前年度比 10億 2,050 万円の減となっているのは、臨時福祉給付金等給付事業の
減や南海本線連続立体交差事業、体育館施設整備事業、旭小学校増改築事業などの減が主な要因です。

市債残高
基金残高

286億 4,263万円
6,334万円26億

▲

めざす姿：柔軟で健全な行財政運営

▲
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237万円 (▲21万円 )

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

収 入 支 出

おづみんの家計簿
29 年度の本市一般会計当初予算を、家計簿におきかえてみると…？

おづみんの「収入」

おづみんの家計簿の円グラフ

おづみんのローンと貯金（平成 29年２月現在）
※（　）内は前年度比

※（　）内は前年度比

歳 入 おづみんの「支出」歳 出

収 入 の 内 容 収 入 額 支 出 の 内 容 支 出 額
会社からの給料
パート・家賃収入

不動産収入
銀行などからの借入金
貯金の取崩し
前年度からの繰越
1年間の収入合計

実家からの援助

226万円    ( 3 万円 )
11万円 　　  (±0)

9万円         (±0)
37万円 (▲2万円 )
8万円 (▲1万円 )
200円        (±０)

528万 200円 (▲21万円 )

ローン
貯金（現金）

573万円（▲17万円）
53万円　  （3万円）

食費
光熱水費
医療費・介護費用など
ローンの返済
家・車の修理代など
会費・お祝い金など
子どもへの仕送り
家の増改築・
車の購入代など
友人へ貸したお金
貯金
1年間の支出合計

81万円 (▲1万円 )
58万円 (▲2万円 )
168万円 (▲3万円 )
62万円 (▲1万円 )
3万円　　  (±０)
45万円　( 1万円 )
85万円（▲2万円 )

200円　　  (±０)
５万円         (±０)

528万 200円 (▲21万円 )

21万円（▲13万円）

▷会社からの給料
　42.8％

▷食費
　15.3%

▷医療費･介護費用など
　31.8%

▷ローンの返済
　11.7％

▷子どもへの仕送り
　16.1％

▷光熱水費 11.0％

▷その他
　14.1％▷実家からの援助

　44.9％

▷その他
　12.3％

ここでは、泉大津市の平成 29 年度の予算を「おづみんの家計簿」に置き換えてい
ます。イメージがつきやすいように 5,000 分の１に縮小してみました。家計簿なの
で単純に比べられないところもあります。あくまでも参考としてご覧ください。

財政用語解説【歳出―目的別】
議会費
市議会に関する経費です。
総務費
市の運営経費や広報、統計調査、税、戸籍、選挙などの経費です。
民生費
高齢者や障がい者、子どもの福祉に関する経費や国民健康保険、介護保
険、後期高齢者医療への各特別会計に対する繰出金事業などの経費です。
衛生費
保健衛生や清掃費、火葬場の維持管理、市営墓地の維持管理、病院事業
会計繰出金事業などの経費です。
農林水産業費
農業や水産業の振興などの経費です。
商工費
商工業の振興や労働者対策などの経費です。

今回は歳出の行政目的別に分けた際の名称について解説します。

土木費
道路、河川、港湾、公園、都市計画事業、下水道事業会計繰出金事業、
市営住宅管理運営などの経費です。
消防費
消防体制の維持や消防活動の経費です。
教育費
学校教育や社会教育・スポーツ・文化などの経費、生涯学習施設
の運営経費などがあります。
公債費
市債返済のための経費です。
予備費
予定していない急を要する費用に充てるための経費です。
諸支出金
他の支出科目に含まれない経費をまとめたものです。
（例）土地取得事業特別会計繰出金事業などがあります。
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こびあ「ムーホプールグ家の愛、）4920・12☎（ータンセ援支括包域地合問
）りおどーュニメは金料（要必途別は代食飲／料無費加参

）14-3目丁4町松助東（ダマハ院琲紅所場
時3～時1後午日曜金2第月毎、降以
時3～時1後午㈮日21月5目回1第時日

！にうよ
居・りがなつな然自、しご過くしら分自らがなしを事なき好がれぞれそ
まいてし集募もーターポサるさだくてめすすに緒一を会の木水花、に時同
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こ ち ら 消費生活相談室

し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
 a smart consumer!

相談
事例

２
０
１
７
年
４
月
１
日
よ
り
、
ガ
ス

の
小
売
全
面
自
由
化
が
ス
タ
ー
ト

　
２
０
１
６
年
４
月
１
日
の
電
気
の

小
売
全
面
自
由
化
に
続
き
、
２
０
１

７
年
４
月
１
日
よ
り
ガ
ス
の
小
売
全

面
自
由
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
、
都
市
ガ
ス
の
契
約
は
地
域

ご
と
に
特
定
の
事
業
者
と
し
か
契
約

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
由
化
に

よ
り
複
数
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
や
業

態
の
事
業
者
の
中
か
ら
消
費
者
が
契

約
先
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

【
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
】

▽
正
確
な
情
報
を
収
集
！

　
ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化
が
始
ま

る
と
、
新
た
な
ガ
ス
小
売
事
業
者
、

さ
ま
ざ
ま
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供

さ
れ
、
事
業
者
に
よ
る
事
前
営
業
活

動
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
契
約
に
際
し
て
は
、
正
確

な
情
報
を
収
集
し
、
契
約
内
容
を

し
っ
か
り
理
解
し
て
か
ら
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会

で
は
、
ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化
に

関
す
る
消
費
者
向
け
の
Ｑ
＆
Ａ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

　
ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化
に
関
す

る
消
費
者
向
け
Q
&
A[

P
D
F
形

式]

（
経
済
産
業
省
電
力
・
ガ
ス
取

引
監
視
等
委
員
会
）

http://w
w
w
.em
sc.m

eti.go.jp/
info/session/pdf/28_1109_g
asQ
A.pdf

▽
契
約
締
結
前
に
内
容
を
確
認
！

　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
契
約
締
結

前
に
、
契
約
内
容
に
つ
い
て
説
明
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
契
約
前
に
、
し
っ
か
り
と
説
明

を
う
け
ま
し
ょ
う
。

▽
契
約
変
更
は
内
容
を
確
認
！

　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
契
約
を
変

更
す
る
際
に
も
、
契
約
内
容
に
つ
い

て
変
更
前
に
説
明
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
容
を
し
っ

か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
契
約
は
慌
て
な
い
！

　
切
り
替
え
の
契
約
を
し
な
い
場
合

は
、
現
在
の
ガ
ス
会
社
と
の
契
約
が

継
続
し
ま
す
。
現
在
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
ご

使
用
の
人
は
、
制
度
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
便
乗
し
た
機
器
の
勧
誘
に
注
意
！

　
都
市
ガ
ス
か
ら
、
別
の
都
市
ガ
ス

会
社
へ
の
切
り
替
え
の
場
合
、
ガ
ス

機
具
の
取
り
換
え
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
（
オ
ー
ル
電
化
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
か
ら

都
市
ガ
ス
へ
の
切
り
替
え
の
場
合

は
、
機
器
の
取
り
換
え
が
必
要
で

す
）。

▽
個
人
情
報
の
提
供
に
注
意
！

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
さ
れ
た
り
、

ガ
ス
代
を
聞
か
れ
た
場
合
に
は
、
目

的
と
事
業
者
名
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　
不
審
な
場
合
は
安
易
に
情
報
を
伝

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2017 年 4 月 1 日からスタートしたガスの小売全面自由化に際し、契
約先を変更するかどうか悩んでいます。注意すべきポイントを教えて
ください。

ガスの小売全面自由化で、注意すべきポイントを
教えて下さい。

契
約
先
を
変
え
る
場
合
も
変
え
な
い
場
合
も
、

契
約
内
容
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　  消費生活で不安に思ったり
トラブルに遭ったら･･･
消費生活センター
（市役所１階）
☎33・1131
［受付時間］
　月～金曜日　
午後１時～ 4時

ーワンポイント　アドバイスー
①ガスの小売全面自由化に関する相談窓口
　電力・ガス取引監視等委員会　　（電話03-3501-5725 ）
②ガス小売事業者による訪問販売・電話勧誘販売による契約は、契約書面を受領した日から起算して 8 日以内で
あればクーリング・オフができます。

③訪問販売・電話勧誘販売による機器の販売は、契約書面を受領した日から起算して8日以内であればクーリング・
オフができます。

アドバイス
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子育てしやすいまち泉大津子育てしやすいまち泉大津

子育て応援ひろば
子育てに役立つ情報を掲載しています。

地域子育て支援センター
たんぽっぽ

Mocomoco
(モコモコ）

カンガルー・
ポケット

まざー・ぐーす

ふる～る

らっこくらぶ

ココフレア

施設名 場所 電話

かみじょう認定こども園内

勤労青少年ホーム（集会室）
勤労青少年ホーム

（午前…集会室、午後…音楽室）

和泉乳児院（キッズルーム）

とれぞあ子ども園内

くすのき認定こども園内

泉大津駅高架下総合福祉施設内

23・0012

21・4085

33・2227

33・2227

33・3003

22・0097

20・6722

月～土曜日（月曜日：赤ちゃんルーム、
金曜日午前・土曜日午後：おひさま広場）
午前9時30分～午後0時30分 、  午後1時～3時

月～金曜日　午前10時～正午、午後1時～4時
　（第２･４木曜日は午前10時～午後3時）

火曜日  午前10時～正午

木曜日  
午前9時30分～正午、   午後1時～3時30分

月・水・金曜日   午前10時～午後3時

月～金曜日
午前9時30分～正午、   午後1時30分～4時
月～金曜日（水曜日は1歳未満の親子対象）
午前9時30分～正午 、   午後1時～3時30分
月・火・水・金・土・日曜日
午前9時30分～午後3時

20組

10～12組

40組
午前40組
午後10組

15組

10～12組

10～12組

10～15組

利用時間 定員
　［対象］就学前の子どもとその保護者（参加無料）

浜幼稚園敷地内

　■おやこ広場一覧

地域子育て支援センターからのお知らせ地域子育て支援センターからのお知らせおやこ広場からのお知らせ（地域子育て支援センター ☎0725・23・0012)

お近くのおやこ広場に遊びに来てください♪

絵本ひろば　～絵本で子育てを楽しく～　

日時　10月19日㈪午後1時30分～3時
対象　0～就学前対象の子どもと保護者

　子どもと絵本を読み合うのは、親子のふれあいのきっかけとなり
子育てを楽しくします。150 冊以上の絵本が並んでいる「絵本ひ
ろば」で、親子で楽しい時間を過ごしませんか。

場所　かみじょう認定こども園乳児棟１階ホール　　駐車場は数台利用可。 
定員　20組　　　　申込　不要

日時　10月19日㈪午後1時30分～3時
対象　0～就学前対象の子どもと保護者
日時　10月19日㈪午後1時30分～3時
対象　0～就学前対象の子どもと保護者
日時　５月15日㈪　午後1時30分～3時
対象　0歳～就学前の子どもと保護者

おやこで出かけてみませんか？

 たんぽっぽ おひさま広場（園庭で外遊び） 赤ちゃんルーム
対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

対象　就学前まで　　
時間　▷火～木曜日…午前 9 時 30
分～午後0時 30分、午後1時～ 3
時　▷金曜日…午後 1 時～ 3 時　
▷土曜日…午前９時 30 分～午後０
時30分　

対象　就学前まで
時間　▷金曜日…午前 9 時 30 分～
午後 0 時 30 分　▷土曜日…午後 1
時～3時

対象　1歳未満　　
時間　毎週月曜日　午前９時 30
分～午後 0 時 30 分、午後１時～
3時※雨天中止
※兄姉の同伴はご遠慮ください。
※29 日は午後のみ開催。

　親子でゆったり遊び、子育て仲間の輪を広げませんか。終わりの会の集いでは、絵本の読み聞かせや、わらべう
たあそびなどを、親子一緒に楽しみます。（時間内なら、いつ来ていつ帰ってもかまいません）

※5 月 12 日午後はスタッフ研修のためお休みです。

音楽をつけた絵本劇場
　　　＆わらべうたあそび

第２回子育て講座

　地域子育て支援センターでは、子育て講座として

「音楽をつけた楽しい絵本の読み聞かせ」を次の通り実施します。

親子で一緒に楽しい時間を過ごしましょう。

日時　５月 29日㈪　午前 10時 30 分～ 11時 30 分（午前 10
時 15分受付）

場所　地域子育て支援センター子育て支援ルーム（かみじょう
認定こども園内）駐車場は数台分利用可。

対象　市内在住の１歳～就学前の子どもと保護者
定員　先着 15組　（申込制）
持物　お茶など各自必要なもの
講師　飯田雅子氏
申込・問合　５月 17 日㈬から、月～金曜日の午後１時～４時

　　　に地域子育て支援センターへ電話にて

歯科衛生士さんの歯科相談

日時　５月 30日㈫　午前 11時～正午
場所　地域子育て支援センター子育て支援ルーム（かみじょ

う認定こども園内）おやこ広場「たんぽっぽ」
対象　市内在住の 0歳～就学前の子どもと保護者
定員　先着 10組（たんぽっぽ利用の親子）当日直接たんぽっ

ぽへ
問合　地域子育て支援センター

　歯磨きを嫌がる、かみ合わせが気になる、歯の磨き方

は？　など、保護者の悩みや相談に応じます（虫歯の健

診ではありません）。

　初めて赤ちゃんを出産された母親のためのプログラムです。

子育ての仲間をつくり、親子の絆を深め、子育ての知識を学

んでいきます。大切な0歳時期に必要なことを、みんなでいっ

しょに学びませんか？親子いっしょに参加してください。

日時　①６月 5日㈪、　②12 日㈪、　③19 日㈪、　④26 日㈪
午前 10時～正午　毎週 1回、4回連続

場所　地域子育て支援センター子育て支援ルーム（かみじょ
う認定こども園内）駐車場は数台分利用可。

対象　市内在住で初めて子どもを育てている母親と子ども、
６月 5日時点で月齢が２～５か月

定員　15組　　参加費　864円（テキスト代）　
テーマ　①「新しい出会い」　②「赤ちゃんのいる生活」　③

「赤ちゃんとの接し方」　④「親になること」
持物　バスタオル、着替え、オムツ、ミルク（必要時）、そ

の他お茶など必要なもの
申込・問合　５月 10 日㈬から、月～金曜日の午後１時～４

　　　時に地域子育て支援センターへ電話にて

回 日程 テーマ
①

④
③

②

６月6日㈫

６月22日㈭

７月18日㈫

７月4日㈫

アロマヨガでリフレッシュ

リンパヨガでむくみ改善

骨盤調整ヨガでゆがみ改善

体幹ヨガですらっと美人

こどもの歯に関する相談

はじめて子育てするママのためのプログラム
赤ちゃんが来た！（愛称 BP）
　　　　　　　　　　に参加しませんか

←
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ヨ
ガ
の
様
子

地域子育て支援センターからのお知らせ (☎23・0012)

子育て世代や運動する機会の少ない人の健康
づくり応援企画！

テーマ別の運動で運動習慣をつけ、心と身体をすっきり整えま
しょう。お好きな回を選んでお申し込みください。
時間　午前９時 30分～ 11時 30分（午前９時 15分受付）
場所　保健センター　
対象　市内在住の女性
         ※運動制限のある人、妊娠中の人はご遠慮ください。
定員　先着 30人（保育定員 15人　要予約）
受講料　１回 500円
持物　飲み物、フェイスタオル
　　　※動きやすい服装でお越しください。裸足で実施します。
申込　5 月 8 日㈪　午前 8 時 45 分から保健センター窓口また

は電話にて
問合　保健センター（☎33・8181）

「リフレッシュ・ヨガ」
　　　～ヨガで健康に～

※保育つき（先着順）

保健センターからのお知らせ
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※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

６月6日㈫
午後0時45分・1時30分受付
６月6日㈫
午後2時30分～3時受付

６月6日㈫
午後2時30分～4時

５月17日㈬　６月5日㈪
午前10時30分～11時30分
※６月5日㈪
午前10時～10時30分

就学前の乳幼児

Ｈ28年10月生

５月17日㈬
午後2時30分～4時

1～8か月未満
の親子

1～3歳の親子

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター

場　所　保健センター
６月6日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

Ｈ28年12月生５月15日㈪
7か月児相談
乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

5月11日㈭　24日㈬
午前・午後

母乳育児を希望する
女性とその家族母乳育児相談

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

ほっと一息まんま（食のサロン）
（食に関する相談・アドバイス）

受付時間対　　象日　　程
日　　時対　　象相  談  名

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査などを
実施しています。

各種相談・健診の日程

ベビーCooking（離乳食講習会）育児相談

H29年１月11日～１月31日生

H28年12月21日～H29年１月10日生

9か月～1歳未満

Ｈ25年10月生

５月24日㈬

 ５月11日㈭

５月17日㈬

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

6月8日㈭

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布乳児後期健診

3歳6か月児健診

4か月児健診

1歳6か月児健診

日　　程健  診  名

乳幼児健診
対　　象

H27年11月 1 日～11月20日生

７月3日㈪、

申込対　　象日　　程

５月25日㈭

５月23日㈫

Ｈ27年５月生

Ｈ26年11月生

場所　保健センター　
持物　歯ブラシ・母子健康手帳・お茶・問診票（記入して）
※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

５月16日㈫Ｈ26年５月生

2歳児
2歳6か月児
（育児相談会）

日　　程対　　象

3歳児

よい歯を育てる会（歯科健診）
受付時間

午後0時50分～1時20分

午後0時50分～1時20分

午後0時45分・1時15分

（午後１時15分から受付開始）
午後1時30分～3時

31日㈪
８月7日㈪、26日㈯

出産予定日が
10月・11月・12月の人

６月5日㈪から
保健センターへ

予防接種

　7月5日㈬　午後1時30分～4時
　　　　（予約制　1人30分）

　

　

場　所　保健センター　　予　約　保健センターまで　

場　　所相  談  名

ことば（発音や吃音など）・のみこみ・きこえの相談
日　　時 対　　象

本市在住の
乳幼児とその保護者

　

　

［受付］　▷土曜日…午後 5 時～ 10 時　▷日曜日・祝日、年末年始
（12月 29日～ 1月 3日）…午前9時～午後10時
※正午～午後1時と午後4時～ 5時は受け付け不可
　なお、休日の救急診療は市消防本部（☎21・0119）へ。

■ ヒブ・小児用肺炎球菌・B 型肝炎・四種混合・MR（麻しん風
しん混合）・水痘・日本脳炎・不活化ポリオ・二種混合・子宮頸
がん予防ワクチン
　市内指定医療機関で個別接種。広報いずみおおつ４月号「平
成29年度　母子保健予定表（保存版）」をご覧ください。
※子宮頸がん予防ワクチンは、平成 25 年６月 14 日から、積極
的な接種勧奨を一時中止しています。
■ BCG予防接種
実施日　５月8日㈪、26日㈮
受付時間　午後１時15分～２時30分
場所　保健センター
対象　生後3か月～1歳未満（標準的な接種期間は生後5～8か月）
　当日は体温を測定し、母子健康手帳と予診票をお持ちくださ
い。予診票は子ども医療証の手続きの際などにお渡しした「予
防接種と子どもの健康」冊子に挟んでいます。母子健康手帳を
お忘れの場合は接種することができません。また、予防接種を
受ける際は、必ず接種後の副反応について理解したうえで、接
種するようにしてください。

７月・８月コース

　発達相談員が個別に相談をお受けします（予約制）。

（岸和田市荒木町 1-1-51　☎072・443・5940）

保健センターからのお知らせ (☎33・8181)

泉州北部小児初期救急広域センター
15 歳未満（中学生まで）の子どもが休日に病気になったら

発達相談

たまごクラス（両親教室）

※お子さん連れの参加は、ご遠慮ください。
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Izumiotsu  Town  Topics
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の話題まち Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。­

平成28年度の受賞者は、全日本学生音楽コンクール大阪
大会で第１位、全国大会で入選。その後も国内外でオペラ
研修を受けると共に、多数のオペラ公演会に出演し、今後
も活躍が期待される城村紗智さんに決定し、3月29日に授与
式を行いました。城村さんは「オペラは総合芸術であり、
今後も本分野での専門的活動を志し、精力的に活動を続け
ていきます」と語り、市長はこれまでの実績に対する賞賛
と共に「泉大津市を盛り上げるために今後も活躍を続けて
ほしい」と語りました。

フカキ夢・ひとづくり賞の授与式
後も活躍が期待されます今 南公民館キッズプロジェクト第一弾

どもたちが企画した南公民館で遊ぼう子
3月26日、南公民館キッズプロジェクト第一弾「南公民館で

遊ぼう！」が開催されました。企画の段階から子ども会議を開
催し、子どもたちがやりたいお店を自分たちで考え、当日地域
の大人の力を借りて模擬店を開催しました。また、段ボールや
電車のおもちゃをおもいっきり広げて遊んだり、地域の皆さん
の協力による竹細工体験、防災教育の一環として防災グッズの
展示や、市民受講者によるAED指導も開催。地域の多世代が交
流できる機会となり、公民館が地域コミュニティーの拠点にな
るきっかけになれば良いと考えています。

記念植樹祭を開催しました
ランティアの力は偉大!!ボ

市民憲章制定50周年、緑化ボランティア協議会の第6回みどりのまち
づくり賞の大阪府知事賞受賞を記念し、市役所（東雲公園円型花壇広場
前）において、記念植樹祭を開催しました。参加者全員で、緑化ボラン
ティア協議会の知事賞受賞を祝った後、記念植樹、記念銘板設置を行い
最後に記念撮影をしました。これを機会に、ボランティアによる緑化活
動が泉大津市により広がることを期待します。

ごみ収集業務に関わる現場職員研修会を開催
知症サポーターの輪がひろがりました認

市内でごみ収集を行っている現場作業員を対象に、清掃業務担当者合
同研修会（泉大津環境衛生事業協同組合主催）を開催しました。泉大津
市地域包括支援センターなどの講師（キャラバン・メイト）による、
「認知症サポーター講座」が行われ、受講後には、認知症の人を支援す
る目印として、オレンジリングが配付されました。認知症サポーターと
は、認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や家族を
見守る応援者です。

災害時に役立つテントを寄贈
市の防災対策のために本

平成22年度から「災害時における協力に関する協定」を
締結している㈱セルビスから毎年、防災対策用品の寄贈を
いただいております。平成28年度も３月31日に防災対策に
役立ててほしいと「イージーアップテント」２張の寄贈が
ありました。災害時はもちろんのこと、防災訓練などで大
切に活用させていただきます。

【団体表彰】東陽中学校陸上競技部
【個人表彰】窪　美咲（中学生）、中込奈都（中学生）、澤　歩優（中学生）、有永温菜（中学生）、濱口奏琉（中学生）、仲林光咲（中学生）、鈴木拓斗
（中学生）、会亀莉帆（中学生）、瀧谷　遼（小学生）、溝端彩恵（小学生）、山崎太一（小学生）、花野　叶（小学生）、後迫龍輝（中学生）、松下秀助
（高校生）、堀庭裕平（大学生）、溝端弘次（一般）、二上愛実（小学生）、岩本彩李（小学生）、丹下昂紀（中学生）、須本璃乃（小学生）、久保大樹
（一般）、中谷謙士朗（小学生）、橋爪成行（一般）

受彰者の皆さん（敬称略）

市教育委員会では、3月18日にテクスピア大阪で、学校活動・
社会教育および社会体育活動において功績のあった個人23人、団
体1団体に表彰状を授与しました。受彰者は、次の皆さんです。

平成28年度教育委員会表彰
人、1団体に表彰状を送りました23

エプロンを寄贈していただきました
育てあんしんサポート窓口の目印！子

大阪ガス小さな灯運動南部支部から、「子育てあんしんサポ
ート窓口」周知エプロンの寄贈を受けました。この窓口は「安
心して、妊娠・出産・子育てできる－笑顔で育ち育てられるま
ち」をめざして保健センターに昨年７月に設置されました。寄
贈されたエプロンは、保健師、助産師、発達相談員など保健セ
ンターの職員が４月から着用し、窓口の周知を図っています。

大阪泉大津花き地方卸売市場よりお花を寄贈
役所の窓口にお花を添えています市

市民の皆さんにもっとお花を身近に感じてほしいと、市場を運営する
西日本花き㈱よりカランコエ・ミリオンスターを38鉢、寄贈いただき
ました。市役所の各窓口に飾っていますので来庁された時はご覧くださ
い。西日本花き㈱からは2月にもお花をいただき、フラワーバレンタイ
ンという形でおづみんから来庁者の皆さんにプレゼントし、大変喜ばれ
ました。これからも市内の企業と力を合わせて市民の皆さんに喜んでい
ただける取り組みを進めていきます。



日時　5月28日㈰（小雨決行）　
受付　▷7kmの部…午前9時～
▷5kmの部…午前9時30分～
受付場所　東雲公園グラウンド
対象　小学生以上（幼児または車いす
での参加は要同伴者）
定員　先着500人（参加賞あり）
参加費　無料（閉会後にお楽しみ抽選
会を行います )
予定コース　▷7 ㎞の部…東雲公園⇒
大津神社⇒上之町公園⇒大津川緑地⇒
公園橋⇒旭小学校⇒東雲公園　▷5 ㎞
の部…東雲公園⇒大津神社⇒上之町公
園⇒さつき児童遊園⇒旭小学校⇒東雲
公園
申込　５月 21 日㈰までに総合体育館へ
（５月1・8・9・10・11・15日は休館日）
　当日参加は不可。なお、小学生の個人
参加は保護者の承認印が必要です。また、
ベビーカーを利用して参加する場合およ
び車いすでの参加は、５㎞コースのみの
参加となります。
※公益財団法人ライフスポーツ財団に
助成金を受けて実施します。

　少しでも経験のある人は、ふるって
参加してください。
日時　▷４～９月…午後２時～６時　
▷10～３月…午後１時～５時　いずれ
も第2・４日曜日
場所　助松公園テニス場
対象　高校生以上
会費　年3,000円
申込　直接テニス場で受付
　なおテニスシューズとソフトテニス

ラケットを持参のうえ、動きやすい服
装で来てください。
問合　ソフトテニス連盟　（着本☎
090・5138・4426）

日時　6 月３日㈯、10 日㈯、17 日㈯、
７月 1 日㈯（計４回）　午後６時～７時
30分まで
場所　総合体育館
対象　市内小学生５年～中学３年生
定員　40人
受講料　400円　（別途保険料）
申込　往復はがきに「子どもバドミン
トン教室」と明記し、①受講者氏名（ふ
りがな）、②性別、③学年、④電話番号を
記入のうえ、5月19日㈮（必着）までに、
〒595－0013　宮町2－50　総合体育
館へ
　返信用にも、住所・氏名を記入のこと。
　なお、はがき１枚に対して１人の申
し込みです。（１人１枚限り）

日時　５月21日㈰　午前９時～午後５時
場所　総合体育館
対象　市内在住・在勤・在学の人
参加費　１ペア　3,000円
種目　ダブルス
申込　当日午前９時 15 分までに総合
体育館へ

日時　６月4日㈰　午前９時15分～
場所　総合体育館
対象　市内在住・在勤・在学の人
参加費　１組2,000円
種目　男子…壮年の部・一般の部、女
子…壮年の部・一般の部
申込　５月28日㈰までに総合体育館へ

日時　6月4日㈰　午後１時～
場所　総合体育館　
対象　市内在住・在勤・在学し、柔道
を継続して修行している人
種目　小学生の部、中学生の部、一般・
高校生の部、女子（中・高校生・一般 )
の部
申込　総合体育館備え付けの申込用紙
に必要事項を記入し、５月 27 日㈯ま
でに総合体育館へ

日時　5月28日㈰　午前９時15分～
場所　総合体育館
対象　市内在住・在勤・在学の中学生
以上の人
参加費　１チーム 2,000 円、個人 300
円（中学生は団体、個人とも無料）
種目　団体、一般個人（男子の部、女
子の部）、壮年男子（60 歳以上）、男女
別個人中学生以下の部
申込　５月 12 日㈮午後５時までに総
合体育館へ

エンジョイ！
スポーツに関する募集やイベントなどのお知らせです。 (問合 ) 総合体育館＝☎33・1200

ライフ・チャレンジ・ザ・
ウォーク参加者募集

ソフトテニスで
体力づくり

第39回柔道錬成大会

春季市民卓球大会
市民バドミントン大会

市民ソフトテニス大会

子ども
バドミントン教室

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画
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日時　６月11日㈰　午前９時20分開会
場所　総合体育館
対象　市内在住・在勤・在学の中学生
以上の人
参加費　１チーム2,000円
種目　6人制男子の部・女子の部
申込　５月27日㈯までに総合体育館へ

　トレーニング室を利用するには講習会
の受講が必要です（総合体育館では、次
の日程で講習会を開きます）。

対象　15 歳以上の人（中学生は不可・
高校生は申込時に年齢を証明できるも
のを提示）
定員　６人
講習日の持物　250円（許可証を発行）・
縦３cm×横２cmの顔写真・上靴・運
動のできる服装
申込　５月 21日㈰午前 10時から総合
体育館へ
　なお、５月分も空きがあります。随
時申し込み可能です。

日時　５月14日㈰　午後１時～4時
場所　旭小学校体育館

日時　５月14日㈰　午前９時20分開会
場所　総合体育館

　総合体育館では、土曜日の午前中に
小中学生とその保護者を対象に無料開
放を行っています。卓球やバドミント
ンなどができます。道具の貸し出しは
ありません。上靴をお持ちください。
5 月の無料開放日　５月 13 日㈯・27
日㈯　午前９時～正午

春季市民バレーボール
大会

日　　時
6 日㈫
11日㈰
17日㈯
21日㈬

午後 7時～
午前 10時～
午前 10時～
午後 3時～

8日㈭
15日㈭
20日㈫
27日㈫

午後 3時～
午後 7時～
午前 10時～
午後 7時～

利用講習会 6 月分日程表

フォークダンス連盟主催
民踊講習会

校区別家庭婦人
バレーボール大会

５月13・27日㈯は
総合体育館 無料開放！

トレーニング室
利用講習会（6 月分）

！！健康
大
作
戦

知ってトクする 元気になれる　知ってトクする 元気になれる　

ップアップ
ご存じですか？遅れている
日本の受動喫煙対策

　皆さんは「たばこ規制枠組条約（FCTC）」をご存じでしょ
うか。WHO が発効したもので、たばこの害から現在お
よび将来の世代を守ることを目的としていて、締結国で
ある日本もこの条約の内容を確実に実行していかなけれ
ばなりません。
■世界で進む受動喫煙防止のなか、日本は･･･
　受動喫煙が健康に良くないのは明白で、今やたばこ対
策は世界規模で進んでいます。2014 年時点ではイギリス
やカナダ、ブラジル、ロシアなど 49 か国が法律で受動喫
煙防止を目的に公共の場所を屋内全面禁煙にしていて、
韓国も 2015 年に一部レストランを除き、全面禁煙を法
制化しました。一方、日本は徐々に全面禁煙の取り組み
が進んでいるものの規制する法律はまだなく、たばこ対
策において「後進国」だといわれることもしばしばです。
一昨年、厚生労働省の研究班は受動喫煙が原因で亡くな
る人は年間 1 万 5 千人に上るという推計結果を発表。男
女比では女性が男性の 2 倍以上となっており、これは家
庭内での受動喫煙率が女性のほうが圧倒的に高いためと
しています。3 年後に東京五輪をひかえ、国も受動喫煙防
止のための法整備に向けて動き始めています。

■禁煙グッズを上手に使おう
　禁煙グッズは、自分の喫煙習慣（依存度や吸うタイミ
ングなど）や禁煙の目的に合ったものを選ぶと効果が出
やすくなります。禁煙するのに遅すぎるということはあ
りません。自身のためだけでなく、そばにいる大切な人
たちのためにもできるだけ早く禁煙を目指しましょう。
また、年に1回特定健診を受けて健康チェックも忘れずに。
問合　保険年金課（市役所1階６番窓口）
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日本

【〇：完全禁煙　△：一部禁煙×：規制なし】
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　特定の年齢に達した市民に、子宮頸がん・
乳がんの早期発見と知識を深めていただく
ため、市のがん検診を無料で受診できる
クーポン券を 5 月中に送付する予定です。
なお、クーポン券が届くまでに受診された
人や、対象者で平成 29 年 4 月 21 日以降
に本市に転入の人は、保健センターまでお
問い合わせください。　
対象　
①子宮がん検診無料クーポン対象…平成 8
年 4 月 2 日～平成 9 年 4 月 1 日生まれ　
②乳がん検診無料クーポン対象…昭和 51
年 4月 2日～昭和52年 4月 1日生まれ
問合　保健センター

　椅子に座りながらの簡単な運動で頭
も身体もスッキリ！健康に役立つ情報
もたっぷり！65歳以上の市民であれば、
どなたでも参加できます。
日程・場所　
5月 12日㈮…豊中町公民館　
5月 16日㈫…条東長寿園　
5月 17日㈬…東助松長寿園
5月 19日㈮…南公民館
5月 23日㈫…穴師長寿園
6月 7日㈬…南曽根公民館、
6月 8日㈭…春日町自治会館
時間　午前10時～ 11時 30分　　
（ただし、豊中町公民館、穴師長寿園、
南曽根公民館は午後1時 30分～ 3時）
問合　高齢介護課（介護予防係）

▷5 月 3 日㈷　田中歯科医院（松之浜町
２-7-28　☎32・1928）　▷5 月 4 日㈷　
黒田歯科医院（若宮町6-3　☎32-3752）
▷5 月 5 日㈷　柿本歯科（田中町 1-6　
☎21-8148）
　受付時間は、各医院とも午前 9 時 30
分～11 時 30 分、午後 1時～4 時で、初
診料が必要です。受診の際は、必ず電
話で確認のうえ、ご来院ください。
※事情で担当歯科医院を変更する場合
や、診療を中止するときがあります。
歯科医院に電話がつながらないときは、
泉大津市消防本部（☎21・0119）へ。

日程 　5月 19日㈮、6月 2日㈮　
時間　午後1時 30分～ 2時 30分
場所　総合福祉センター1階相談室
内容　検尿・血圧測定・健康に関する相談
問合　総合福祉センター（☎23・1390）

▷風しん抗体検査（電話予約制）
▷肝炎ウイルス検査（電話予約制）
▷ HIV・クラミジア・梅毒検査と相談（電
話相談可）
▷ こころの健康相談（電話予約制）
▷井戸水など飲料水の水質検査（予約
制・有料）
▷ 住居衛生相談
▷ CD・DVDなどの貸し出し（健康づく
りなど）
問合　和泉保健所（☎41・1342）

健 康 の ペ ー ジ
[ 問合 ]保健センター（☎33・8181）

　保険年金課・高齢介護課（☎33・1131）

●泉大津市消防本部　☎21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター　☎072・443・5940
●和泉保健所　☎41・1342
●救急安心センターおおさか　☎＃7119 または 06・6582・7119 

救急、急病などいざというときの連絡先

5 月の祝日歯科急病診療医院

健康診査

　北公民館で健診を行います！

問合

高齢者健康相談

子宮がん・乳がん
無料クーポン配布予定

40 ～ 74 歳の市国保加入者、16 ～ 39 歳の市民の皆さんへ

特定健診

日程

場所

対象者
受診日当日に国保に加入している
40～ 74歳の市民（75歳誕生日前
日～昭和 53年 3月 31日生まれ）

持物

申込方法

保健センター（☎33・8181）

毎週月～金曜日
午前9時～午後5時

保健センター
一般健康相談
（予約不要）

場　所 日　程相　談

歯科・栄養相談
（個別相談のみ予約制）

健康相談のお知らせ 健康・育児・発達相談などに関す
る電話相談も受け付けています。
［日程］月～金曜日（祝日除く）
［時間］午前８時 45 分～午後５時
15 分

5 月 26日㈮　午前９時 30分～ 11時 30分

北公民館

無料

昭和 53年 4月１日～平成 14
年 3月 31日生まれの市民

料金

内容
問診・診察・身体測定・血圧
測定・尿検査・血液検査（脂質、
肝機能、血糖、腎機能、貧血
など）

問診・診察・身体測定・血圧測定・
尿検査・血液検査（脂質、肝機能、
血糖、腎機能、貧血など）・心電
図

健康保険証 ①特定健康診査受診券（ピンク色）
②市国民健康保険被保険者証

不要。
上記時間内にお越しください。

保険年金課まで電話で申し込み。
定員 70人（定員に達し次第、
締め切り）
受診券がお手元にない人は申し
込み時にお知らせください。

保険年金課（☎33・9531）

楽笑会（楽しみながら笑顔に
なれる健康づくりの会）

和泉保健所からのお知らせ
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Mayor's
Work

3 月の主な動き

市長の
う ご き

●3月19日㈰
泉大津市立健康福祉プラザの愛称
「ココフレア」の命名をされた大
河内さんに、市長より記念品を授
与しました。素敵な愛称をありが
とうございました。

●3月30日㈭
日本消防会館（東京）で開催され
た第16回消防団幹部候補中央特別
研修に本市消防団　山本眞奈美女
性分団長が参加し、全国から選ば
れた研修生の内から総代に選任さ
れました。そこで学び得たことに
ついて、市長に報告しました。

●3月31日㈮
86歳でフルマラソンを完走した小
松清孝さん（東助松町）が市長を表
敬訪問されました。市長は「まだま
だ走り続けてくださいね」とエール
を送りました。

●1日㈪
憲法週間街頭啓発（泉大津駅）
●５日㈷
ふれあいまつり（池上曽根弥生学習館）
●28日㈰
浜街道まつり、文化フォーラム
（テクスピア大阪）
その他、人権・自治会関係会議な
ど出席（19件）

◆土器講座「弥生土器をつくろう」（毎月実施）
日時／5月20日㈯　午前10時〜、午後1時〜　定員／午前、午後とも先着8人　
参加費／300g300円〜　申込／5月13日㈯の午前10時から電話予約

◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／①5月14日㈰、②６月４日㈰　①②とも午前10時〜、午後1時〜　定員／午前、
午後とも先着4人　参加費／30gまで500円、それ以上は一律600円　申込／①５月7日
㈰、②5月28日㈰の午前10時から電話予約

◆弥生学習館ふれあいまつり2017
日時／5月5日㈷　午前10時〜午後2時40分（小雨決行）　場所／池上曽根弥生学習館、
弥生学習館体験の広場　内容／ステージ、広場（フリーマーケット、模擬店など）

◆稲作体験講座2017
▷「弥生村の米づくり（3回コース）」　日時・内容／①6月18日㈰　午前10時〜　田
植え、②9月24日㈰　午前10時〜　稲刈り、③11月26日㈰　午前10時〜　火起こし・
炊飯　対象／小学生以上（小学3年生以下は保護者同伴） 定員／先着60人 参加費／
1,000円(全3回分)
▷「弥生村の米づくり（6回コース）」 日時・内容／①6月18日㈰　午前10時〜　田
植え、②8月5日㈯　午前10時〜　かかしづくり・田んぼ調べ、③9月24日㈰　午前10
時〜　稲刈り、④10月22日㈰　午前10時〜　土器づくり、⑤11月3日㈷　午前10時〜
野焼き（雨天延期は11月4日㈯　時間は同じ）、⑥11月26日㈰　午前10時〜　火起こ
し・炊飯　対象／小学生以上（小学3年生以下は保護者同伴）　定員／先着30人　参加
費／2,000円(全6回分)　申込／いずれも往復はがきに「弥生村の米づくり」(3回コース)
または「6回コース」係と明記し、参加者全員の住所・氏名・年齢（学年）、電話番号を
記入のうえ、5月10日㈬から池上曽根弥生学習館(〒595-0004　千原町2-12-45)へ
なお、詳細は弥生学習館へ

◆手織り体験「夏マフラー」
期間／5月25日㈭、26日㈮、28日㈰、29日㈪　午前10時〜午後３時　場所／体験学習
室　定員／各回先着４人　費用／受講料100円、材料費1,000円／m 講師／織編館手
織ボランティアの皆さん　申込／5月8日㈪の午前10時から電話予約

◆企画展「甦る泉穴師神社～平成大修理のすべて～」
神社の歴史や文化財と、３年間におよぶ修復作業の様子を紹介します。
期間／〜5月21日㈰

織編館
おり   あむ   かん ☎31･4455　FAX 31･4457　※水曜休館

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 ☎20・1841　FAX 20・1866　※月曜休館
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)
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　大和川染工所を創設した実業家・柳原は、社会事業家でもありました。柳原とアジ
アの留学生との交流の記録を通して、戦前の日本、教育史、異文化交流史の一端を紹
介します。　日時　5月 25 日㈭～ 6月 7日㈬　場所　市役所 1階ロビー　問合　生涯
学習課（市役所３階）

「柳原吉兵衛とアジアの留学生」大学連携事業     

5 月の主な予定
※(　) 内は場所



平
成
28
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た

「
グ
リ
ー
ン
化
特
例
(軽
課
)」
に
つ
い

て
、
特
例
措
置
が
１
年
間
延
長
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
平
成
28
年
度
（
平
成

28
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
）
に
新
車
登
録
し
た
一
定
の

燃
費
性
能
を
備
え
た
軽
自
動
車
は
、

次
の
と
お
り
平
成
29
年
度
の
軽
自
動

車
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用
は
１
年

間
で
あ
る
た
め
、平
成
28
年
度
に「
グ

リ
ー
ン
化
特
例
(軽
課
)」
を
受
け
た

車
両
に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
度「
グ

リ
ー
ン
化
特
例
(軽
課
)」
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

問
合

税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所

１
階
５
番
窓
口
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納

税
通
知
書
を
５
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。な
お
、口
座
振
替
を
ご
利
用

の
人
は
、
各
納
期
限
の
日
に
指
定
口

座
か
ら
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。平

成
29
年
度
の
納
期
限
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
第
１
期
・
全
期
…
５
月
31
日
㈬

▽
第
２
期
…
７
月
31
日
㈪
　
▽
第
３

期
…
10
月
２
日
㈪
　
▽
第
４
期
…
11

月
30
日
㈭

土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
納
税

通
知
書
に
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

と
な
る
物
件
を
記
載
し
た
物
件
明
細

書
を
添
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
合

税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市

役
所
１
階
５
番
窓
口
）

市
か
ら
送
付
し
て
い
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税（
５

月
上
旬
発
送
予
定
）、お
よ
び
市
・
府

民
税
（
普
通
徴
収
・
６
月
中
旬
発
送

予
定
）の
納
税
通
知
書（
納
付
書
）、督

促
状
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
が
で
き
ま
す
。
土
・
日
曜

日
、夜
間
も
納
付
で
き
、便
利
で
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
書
は
納
期
ご
と
に
１

枚
の
単
票
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

記
載
さ
れ
て
い
る
期
別
と
納
期
限
を

確
認
の
う
え
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
１
枚
の
納
付
書
に
つ
き

納
付
金
額
が
30
万
円
以
内
で
バ
ー
コ

ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
納
付
書
に

限
り
ま
す
。

問
合

税
務
課
納
税
係
（
市
役
所
１

階
５
番
窓
口
）

医
療
費
の
一
部
負
担
金
(お
医
者
さ

ん
に
か
か
っ
た
時
の
自
己
負
担
分
)

の
減
免
に
つ
い
て

震
災
や
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
っ
て
資
産

に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
り
、
事
業

も
し
く
は
業
務
の
休
止
、
廃
止
ま
た

は
失
業
に
よ
り
、収
入
が
減
少
し
、利

用
し
得
る
資
産
(預
貯
金
な
ど
を
含

む
)を
活
用
し
て
も
、
な
お
一
部
負
担

金
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
減
額
、
免
除
ま
た
は
徴
収

猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
状
況
な
ど

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
印
鑑
・
医
師
の
意
見

書
・
収
入
状
況
等
報
告
書

問
合

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
学
生
の
人
は
ご
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。対

象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業

年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在

学
す
る
学
生
な
ど
で
、
ご
本
人
の
前

年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

▽
所
得
の
め
や
す
…
１
１
８
万
円
＋

（
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×
38
万
円
）＋

社
会
保
険
料
控
除
な
ど

申
請
方
法

年
金
手
帳
・
学
生
証
・

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
堺
西
年
金
事
務
所
の
窓
口
へ

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平

成
28
年
度
に
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
29
年
度
も

引
き
続
き
在
学
予
定
の
人
に
は
、
３

月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
基
礎

年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ

キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
同
一
の
学
校
に
在

学
し
て
い
る
人
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
の
申

請
が
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、在
学
証

明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付

は
不
要
で
す
。

な
お
、
平
成
29
年
度
は
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の

納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
堺
西
年
金
事
務

所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料「
後
納
制
度
」が
利

用
で
き
ま
す

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
後
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

後
納
制
度
の
利
用
は
平
成
30
年
９

月
ま
で
で
、申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
な
ど
は
後
納
制
度
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、「
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ

ル
」（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０

４
）
ま
た
は
堺
西
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合

日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事

務
所
（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・
７
９

０
０
）、
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）
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平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税
の
グ
リ

ー
ン
化
特
例
の
延
長
に
つ
い
て

■
第
７
回
泉
大
津
市
公
共
施
設
適
正

配
置
基
本
計
画
検
討
委
員
会
を
開
催

し
ま
す

日
時

５
月
24
日
㈬
　
午
後
４
時
～

場
所

市
役
所
３
階
大
会
議
室

対
象

先
着
10
人
ま
で
傍
聴
可

問
合

総
務
課
（
市
役
所
４
階
）

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務

が
あ
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
は
、
平

成
29
年
６
月
１
日
時
点
で
従
業
者
４

人
以
上
の
全
て
の
製
造
業
を
対
象
に

実
施
し
ま
す
。

事
業
所
へ
は
府
知
事
任
命
の
調
査

員
証
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合

総
務
課
（
市
役
所
４
階
）

世
代
間
・
世
代
内
の
公
平
性
を
確

保
し
つ
つ
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を

高
め
る
観
点
か
ら
、
高
額
介
護
（
予

防
）
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
上
限
額
が

平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
次
の
と
お

り
見
直
さ
れ
ま
す
。

▽
一
般
区
分
の
月
額
上
限
が
３
万
７

２
０
０
円
か
ら
４
万
４
４
０
０
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

▽
１
割
負
担
と
な
る
被
保
険
者
の
み

の
世
帯
に
つ
い
て
は
、新
た
に
、自
己

負
担
額
の
年
間
（
前
年
の
８
月
１
日

か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
間
）
の
合
計

額
に
対
し
て
44
万
６
４
０
０
円
（
３

万
７
２
０
０
円
×
12
）
の
負
担
上
限

額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。（
３
年
間
の
時

限
措
置
）な
お
、年
間
の
負
担
上
限
額

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
８
月
１
日

か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
の
間

の
サ
ー
ビ
ス
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。

問
合

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

８
番
窓
口
）

長
ら
く
公
園
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
い
た
、美
津
児
童
遊
園
は
、現
在
の

戎
幼
稚
園
が（
仮
称
）え
び
す
認
定
こ

ど
も
園
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
用
地

拡
張
の
た
め
、６
月
末（
予
定
）を
も

ち
ま
し
て
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。今
ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
、ご

愛
顧
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合

環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）こ
ど
も
未
来
課（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

日
時

５
月
14
日
㈰
　
午
前
９
時
～

正
午

交
付
場
所
　
市
民
課
（
市
役
所
１
階

４
番
窓
口
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）は
、皆
さ
ん
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
証
明
し
た
り
、
本
人
確
認
の

際
の
身
分
証
明
書
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
利
用
で
き
ま
す
。ま
だ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
さ

れ
て
い
な
い
人
は
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

問
合

市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）

こ
ど
も
お
づ
み
ん
食
堂
で
は
、
全

国
で
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
広

が
っ
て
い
る
食
堂
の
よ
う
に
人
と
の

つ
な
が
り
で
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
子
ど
も
の
居
場
所
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

日
時

５
月
24
日
㈬
　
午
後
６
時
～

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
子

ど
も
（
保
護
者
同
伴
可
）

※
警
報
発
令
時
や
感
染
症
流
行
な
ど

に
よ
り
、
当
日
中
止
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
の
お
願
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
23
・
１
３
９
０
）

へ問
合

こ
ど
も
未
来
課
（
市
役
所
１

階
３
番
窓
口
）

情
報
か
わ
ら
版
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講
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な
ど
の
ご
案
内
で
す
。
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市役所
お知らせ

からの

公
共
施
設
適
正
配
置
基
本
計
画

の
策
定
に
向
け
て

※H29年4月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
 75,289人 (−109人)
●女
 39,204人 (−53人)
●男
 36,085人 (−56人)
●世帯数
33,784世帯(＋36世帯)
●面積
   13.43㎢ (±0.00㎢)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

公
園
閉
鎖
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
付
に
つ
い
て

高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス

費
の
見
直
し
に
つ
い
て

市
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

日
曜
交
付
窓
口
に
つ
い
て

こ
ど
も
お
づ
み
ん
食
堂

５
月
24
日
に
開
催
！

営業用
自家用
営業用
自家用

3,000円
5,200円
8,100円
2,900円
3,800円

2,000円
3,500円
5,400円
1,900円
2,500円

1,000円
1,800円
2,700円
1,000円
1,300円

軽三輪

軽四輪
以上

車種区分
（平成28年度中に新車登録したもの） （ア）

税率（年額）金額

（イ）

乗用

貨物用

（ウ）

（ア）電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％低減）
（イ）乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
　  貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
（ウ）乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車
        貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車
※（イ）、（ウ）については、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

↑前回の検討委員会の様子

申
請
し
ま
し
ょ
う
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド



資
格

次
の
①
～
④
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

①
平
成
29
年
６
月
１
日
現
在
で
60
歳

未
満
の
人（
定
年
は
60
歳
）、②
介
護
支

援
専
門
員
、看
護
師
、介
護
福
祉
士
、介

護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者
（
旧
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）
の
い
ず
れ
か

の
資
格
を
有
し
、
介
護
保
険
認
定
調
査

員
も
し
く
は
保
有
資
格
の
実
務
経
験

が
１
年
以
上
あ
る
人
、
③
普
通
自
動
車

第
一
種
免
許
を
有
し
、
普
通
自
動
車
の

運
転
が
で
き
る
人
（
Ａ
Ｔ
車
限
定
可
）、

④
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
）
操
作
が
で
き
る
人

報
酬
月
額
14
万
９
０
０
０
円
（
昇
給

制
度
あ
り
）

勤
務
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
月
～
金
曜
日
の
間
で
４
日
間
）

雇
用
期
間

６
月
１
日
～
平
成
30
年

３
月
31
日
（
更
新
あ
り
。
最
長
５
年
）

勤
務
内
容
　
要
介
護
認
定
申
請
に
基

づ
い
て
高
齢
者
の
自
宅
や
入
院
先
な

ど
を
訪
問
し
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
る

要
介
護
認
定
調
査
、
被
保
険
者
と
の
連

絡
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
所
属
長
が

指
示
す
る
事
務
な
ど

採
用
人
数
１
人

選
考
方
法

提
出
書
類
に
よ
る
審
査

お
よ
び
筆
記
・
面
接
試
験
（
試
験
日
は

５
月
21
日
㈰
）

申
込
・
問
合

５
月
８
日
㈪
～
16
日

㈫
に
、
履
歴
書
・
資
格
の
証
明
書

（
写
）・「
志
望
動
機
・
自
己
Ｐ
Ｒ
」
の

作
文
（
４
０
０
字
以
内
で
Ａ
４
原
稿
用

紙
に
鉛
筆
自
筆
）
を
直
接
、
高
齢
介
護

課
（
市
役
所
１
階
８
番
窓
口
）
へ

資
格

次
の
①
～
④
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

①
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人
、
②

介
護
に
関
す
る
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
経
験
ま
た
は
認
識
を
有
す
る

人
、
③
保
健
・
福
祉
・
医
療
ま
た
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
識
や
経

験
を
有
す
る
人
、
④
市
が
指
定
す
る

介
護
相
談
員
養
成
研
修（
８
～
９
月
、

５
日
間
40
時
間
程
度
の
研
修
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
習
、
レ
ポ
ー
ト
提

出
）へ
の
参
加
が
可
能
な
人
、⑤
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
役
員
ま
た
は
従

業
員
で
な
い
人

勤
務
内
容

①
月
２
回
程
度
（
２
人

１
組
・
１
回
約
２
時
間
）
介
護
保
険

施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
利
用
者
か
ら

介
護
保
険
制
度
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
相
談
を
聞
く
（
活
動
報
告
書

の
提
出
）、②
月
１
回
介
護
相
談
員
会

議
お
よ
び
各
種
研
修
会
な
ど
へ
出
席

活
動
開
始
時
期
お
よ
び
選
考
方
法

10
月
～
　
選
考
提
出
書
類
を
審
査

し
、
決
定

募
集
人
数

１
人

申
込
・
問
合

５
月
８
日
㈪
～
19
日

㈮
に
所
定
の
応
募
用
紙
兼
履
歴
書

（
証
明
写
真
要
）
を
高
齢
介
護
課
（
市

役
所
１
階
８
番
窓
口
）
へ

派
遣
受
入
に
協
力
い
た
だ
け
る
施
設

も
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
（
交
付
申
請
を
行

う
前
に
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
着
工
さ

れ
た
場
合
は
、
助
成
金
交
付
対
象

外
）。

助
成
対
象
者

市
内
に
住
宅
を
所
有

し
、居
住
し
て
お
り
、所
有
者
が
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
人

助
成
対
象
工
事

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
対
す
る
助
成
対
象
費
用
が
20
万
円

（
税
抜
）以
上
で
交
付
決
定
前
に
工
事

着
手
し
て
い
な
い
こ
と

助
成
対
象
住
宅

適
法
に
建
築
さ
れ

て
５
年
経
過
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
実
施
す
る
住
宅

※
建
築
確
認
済
証
な
ど
が
必
要

助
成
対
象
金
額

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
要
す
る
費
用
の
内
、助
成
対
象
費
用

の
10
分
の
１
に
相
当
す
る
額（
上
限
10

万
円
）・
耐
震
改
修
工
事
と
併
用
す
る

場
合
は
助
成
対
象
費
用
の
10
分
の
２

に
相
当
す
る
額
（
上
限
20
万
円
）

※
同
一
助
成
対
象
者
ま
た
は
同
一
助

成
対
象
住
宅
に
つ
い
て
、
助
成
は
１

回
限
り

助
成
件
数

予
算
額
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
泉

大
津
市
定
住
促
進
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
金
交
付
要
綱
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。な
お
、交
付
希
望
者
は
、必
ず
事

前
に
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
市
役

所
２
階
23
番
窓
口
）

３
歳
以
上
の
歌
が
好
き
な
子
ど
も

た
ち
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

正
団
員
（
小
１
～
中
２
）

練
習
日
時

第
１
・
３
日
曜
日
と
第

２
・
４
土
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
～

正
午
（
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

団
費

あ
り
（
合
宿
費
用
な
ど
別
途

徴
収
あ
り
）

合
唱
団
Ｊ
ｒ
（
３
～
５
歳
）

リ
ズ
ム
感
や
音
感
、
聴
力
な
ど
が

発
達
す
る
の
は
４
歳
ま
で
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
幼
い
と
き
か
ら
音
楽
と

触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時

第
１
・
３
日
曜
日
と
第

２
・
４
土
曜
日
　
午
前
９
時
～
９
時

30
分
（
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

団
費

あ
り
（
合
宿
費
用
な
ど
別
途

徴
収
あ
り
）

内
容

歌
を
中
心
と
し
た
リ
ト
ミ
ッ

ク
、
絵
描
き
歌
な
ど

問
合

生
涯
学
習
課（
市
役
所
３
階
）

日
本
語

�
�
�
�

で
日
常
会
話

�
�
�
�
�
�
�
�

は
で
き
る
け

れ
ど
何�

�

ら
か
の
理
由

�
�
�

で
日
本
語
読

�
�
�
�
�

み

書�

き
の
習
得

�
�
�
�
�が

で
き
な
か
っ
た
人�

�

を

対
象

�
�
�
�
�に「

日
本
語

�
�
�
�

よ
み
か
き
教
室

�
�
�
�
�」を

開
催

�
�
�
�

し
て
い
ま
す
。

日
時

�
�
�

毎
週
火
曜
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�

午
後

�

�

１
時�

～

３
時�

場
所

�
�
�

南
公
民
館

�
�
�
�
�
�
�
�
�

対
象

�
�
�
�
�

15
才
以
上

�
�
�
�
�
�

の
人�

�

で
市
内
在
住

�
�
�
�
�
�
�
�

ま
た
は
市
内
在
勤

�
�
�
�
�
�
�

の
人�

�

定
員

�
�
�
�

10
人�

�

申
込

�
�
�
�
�

毎
週
火
曜
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�

の
午
後

�

�

１
時�

～

３
時�

に
本
人

�
�
�
�

が
直
接

�
�
�
�
�、

南
公
民
館

�
�
�
�
�
�
�
�
�へ

問
合

�
�
�
�
�

生
涯
学
習
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（

市
役
所

�
�
�
�
�

３
階�

�
）

ま
た
は
南
公
民
館

�
�
�
�
�
�
�
�
�

（
☎
33
・
１
７
６

４
）入

会
希
望
者
を
対
象
に
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
み
た
い
人
は
当
日
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
12
日
㈮
、
26
㈮
　
午
後

１
時
～
３
時

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
４
階

大
広
間

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

問
合

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
０
）

介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
非
常
勤
嘱
託
員
）
募
集

介
護
相
談
員

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

31 広報いずみおおつ　平成29年5月号

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

市
で
は
市
民
の
自
発
的
な
活
動
を

支
援
し
、
市
民
公
益
活
動
を
活
発
に

す
る
た
め
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
ま

た
は
全
額
を
補
助
す
る
公
募
型
補
助

金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
事
業
の
審
査
の
一
環
と

し
て
、
平
成
28
年
度
交
付
団
体
に
よ

る
事
業
報
告
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

▽
平
成
28
年
度
交
付
団
体
　
事
業
報

告
会

日
時

６
月
３
日
㈯
　
午
前
10
時
～

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
３
０
１
会

議
室

平
成
28
年
度
交
付
団
体
…
松
下
食
育

農
業
塾
、
和
花
（
の
ど
か
）、
ま
ち
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ン
ノ
ワ
、
南
海
中
央

美
化
の
会
、ね
こ
ろ
じ
の
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
わ
か
ば
の
森
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
（
順
不
同
）

問
合

人
権
市
民
協
働
課
（
市
役
所

１
階
２
番
窓
口
）

▽
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座
開
催

人
に
伝
わ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
コ
ツ
を
お
教
え
し
ま
す
。

日
時

①
５
月
12
日
㈮
　
午
後
２
時

～
３
時
30
分
、
②
５
月
21
日
㈰
　
午

後
２
時
～
４
時

場
所

お
づ
ぷ
ら
ざ
（
テ
ク
ス
ピ
ア

大
阪
内
）

定
員

申
込
先
着
20
人

内
容

①
人
に
伝
わ
る
話
し
方
、
②

分
か
り
や
す
い
ス
ラ
イ
ド
の
作
り
方

講
師

①
宝
楽
陸
寛
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
）、
②
稲
垣
　
実
氏
（
デ

ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
ク
ロ
ッ
プ
）

申
込
・
問
合

お
づ
ぷ
ら
ざ
（
☎

24
・
９
０
１
６
）
へ

近
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
消
費

者
被
害
の
事
例
な
ど
を
啓
発
す
る
た

め
、
市
で
は
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

す
。
啓
発
物
品
も
配
布
し
ま
す
。

日
時

５
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮

最
終
日
は
正
午
で
終
了

場
所

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
合

秘
書
広
報
課（
市
役
所
４
階
）

可
燃
ご
み
指
定
袋
の
販
売
収
益
を

積
み
立
て
た「
地
域
環
境
基
金
」を
活

用
し
て
実
施
す
る
事
業
へ
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
や
環
境
教
育
、
低
炭

素
社
会（
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
）な
ど
の
事

業
に
活
用
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

過
去
に
市
民
提
案
事
業
で
実
施
し

た
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

事
業
名
／
事
業
内
容

▽
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
普
及
促
進
事
業
…

自
治
会
が
所
有
し
て
い
る
既
設
の
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
促
進
す
る
。

▽
せ
ん
定
枝
活
用
事
業
…
公
園
・
街

路
・
公
共
施
設
な
ど
の
樹
木
の
せ
ん

定
枝
を
粉
砕
機
に
よ
り
チ
ッ
プ
化

し
、雑
草
抑
制
材
な
ど
に
活
用
し
、処

分
費
の
削
減
を
図
る
。

▽
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
事
業
…
生
ご
み

の
出
な
い
、
環
境
に
や
さ
し
い
調
理

法
を
学
ぶ
料
理
教
室
を
開
催
す
る
。

▽
地
下
水
活
用
事
業
…
校
庭
の
芝
生

化
を
実
施
し
て
い
る
学
校
で
井
戸
を

掘
削
し
、芝
生
の
散
水
に
利
用
す
る
。

▽
レ
ジ
袋
削
減
推
進
事
業
…
レ
ジ
袋

の
削
減
と
マ
イ
バ
ッ
グ
の
普
及
を
促

進
す
る
。

▽
小
・
中
学
校
体
育
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

整
備
事
業
…
小
・
中
学
校
の
体
育
館

の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
省
電
力
化

を
図
る
。

申
込
・
問
合

郵
送
（
〒
５
９
５
-８

６
８
６
　
<
住
所
記
載
不
要
>
　
泉

大
津
市
役
所
環
境
課
）、
フ
ァ
ク
ス

（
22
・
６
０
４
０
）、メ
ー
ル（
kanky

ou@
city.izum
iotsu.osaka.jp

）ま
た
は
環
境
課（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）
へ

が
ん
ば
る
市
民
公
益
活
動
応
援
補
助

金
の
事
業
報
告
会
を
開
催

５
月
は
消
費
者
月
間

パ
ネ
ル
展
を
実
施

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

30

日
本
語

�
�
�
�

よ
み
か
き
教
室

�
�
�
�
�

受
講
生
募
集

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■安全で安心な職場をつくりましょう 小売業・社会福祉施
設・飲食店をはじめとする第三次産業では、多くのパート、ア
ルバイト、派遣労働者などが働いています。安全で安心な職場
環境は、働く人にとって大切なだけでなく、顧客や利用者に対
するサービスの向上にもつながります。そのため、トップと従
業員全員が積極的に安全活動に取り組むことが重要です。
問合 泉大津労働基準監督署

■長時間労働と健康被害～これ以上、過労死を出さないために～
長時間労働や過重なノルマなどの過酷な労働環境のなか、

過労による脳・心臓疾患、精神疾患をはじめとする健康被害、
そして自死の増加は深刻な社会問題となっています。この問

題を市民の皆さんと一緒に考えるために講演を行います。
日時 ５月 27 日㈯　午前 10 時 30 分～
場所 勤労青少年ホーム　１階集会室
講師 西野方庸氏（関西労働者安全センター事務局長）
問合 泉大津市労働問題推進対策協議会

■マザーズＷＥＥＫ特別セミナー「～税と社会保険～女性の
ための働き方セミナー」を開催！

子育て中の人を中心に就職支援を行う「マザーズコーナー」
を設置し、利用者のニーズに応じたセミナーを開催していま
す。今回は、配偶者控除や社会保険制度の疑問に社会保険労務
士がわかりやすく解説するセミナーです。
日時 5 月 11 日㈭　午後２時～3 時 30 分
場所 ハローワーク泉大津
定員 先着 50 人（予約制）
講師 後藤田慶子氏（オフィス後藤田　社会保険労務士）
申込・問合 ハローワーク泉大津

泉大津労働基準監督署からのお知らせ
（☎27・1211）

しごと・働くひとしごと・働くひと 応援コーナー

泉大津市労働問題推進対策協議会
（☎23・8689）

ハローワーク泉大津
（☎32・5181）

地
域
環
境
基
金
活
用
事
業

ア
イ
デ
ア
募
集

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
金
に
つ
い
て

市
少
年
少
女
合
唱
団

団
員
募
集

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー“

カ
ラ
オ

ケ
愛
好
会”

体
験
会
の
募
集



日
時

①
英
語
講
座
、
お
よ
び
②
子

ど
も
英
会
話
教
室
…
第
２
・
４
土
曜

日
、
午
後
６
時
10
分
～
（
90
分
）

幼
児
英
会
話
教
室
　
第
１
ク
ラ
ス
…

第
２
・
４
土
曜
日
、
午
後
６
時
10
分

～
（
50
分
）、
第
２
ク
ラ
ス
…
第
２
・

４
金
曜
日
、午
後
６
時
～（
50
分
）（
た

だ
し
、新
ク
ラ
ス
開
講
の
場
合
、他
の

曜
日
も
相
談
可
）

場
所

春
日
町
自
治
会
館

定
員

７
人
（
幼
児
の
み
５
人
）

受
講
料

１
回
１
２
０
０
円
～
１
５

０
０
円
（
見
学
は
１
回
無
料
で
す
）

問
合

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岸
和
田
国
際
交

流
協
会
（
☎
０
７
２
・
４
４
５
・
０

５
３
３
）

■
童
謡
か
ら
オ
ペ
ラ
ま
で
、
世
代
を

超
え
て
歌
い
継
ぐ
「
未
来
へ
つ
な
ぐ

コ
ン
サ
ー
ト
」

音
楽
を
学
ぶ
若
者
た
ち
と
、
生
涯

を
通
し
て
音
楽
を
楽
し
む
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ「
条
南
若
葉
会
」の
皆
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
時
５
月
14
日
㈰
　
午
後
２
時
～

～
４
時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員

申
し
込
み
先
着
１
５
０
人

出
演

田
中
由
衣
氏
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
）、村
上
佳
那
恵
氏（
ピ
ア
ノ
）、中

野
里
穂
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
橋
本
幸
作

氏
（
フ
ル
ー
ト
）、
条
南
若
葉
会
、
ペ

ペ
ロ
ッ
ソ（
コ
ー
ラ
ス
）※
出
演
者
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■「
あ
す
と
び
っ
！
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
「
ス
マ
イ
ル
フ
ォ
ト
時
計
を
作
ろ

う
！
」

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
え
が

お
先
生
と
一
緒
に
写
真
を
使
っ
て
笑

顔
の
つ
ま
っ
た
時
計
を
作
ろ
う
！

日
時
５
月
14
日
㈰
　
午
前
11
時
～

対
象

小
学
生
・
未
就
学
児
と
保
護

者
の
ペ
ア

定
員

申
し
込
み
先
着
15
組
（
要
事

前
予
約
）

参
加
費

１
０
０
０
円

講
師

え
が
お
先
生（
笑
顔
写
真
家
）

持
物

ス
マ
イ
ル
フ
ォ
ト
時
計
に
使

用
し
た
い
写
真
を
Ｌ
版
で
１
枚
（
デ

ー
タ
可
）

②
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

紹
介
発
表
者
が
１
人
５
分
間
で
本

を
紹
介
し
た
後
、、も
っ
と
も
読
み
た

い
と
思
う
本
を
投
票
で
決
め
る
知
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

日
時
６
月
４
日
㈰
　
午
前
11
時
～

定
員

申
し
込
み
先
着
15
人
　
投
票

者
要
事
前
予
約

司
会

安
藤
裕
恵
氏
・
林
哲
二
氏

※
本
の
紹
介
発
表
者
も
募
集
し
て
い

ま
す
。定
員
５
人（
年
齢
不
問
・
好
き

な
本
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
人
）

■
第
50
回
歌
声
サ
ロ
ン

50
回
を
記
念
し
て
、
ク
ロ
マ
チ
ッ

ク
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
懐
か
し
い
曲
を
美
し
い
演
奏
で

気
持
ち
よ
く
思
い
き
り
歌
お
う
！

日
時
５
月
28
日
㈰
　
午
後
２
時
～

４
時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員

申
し
込
み
先
着
１
４
０
人

参
加
料

１
０
０
０
円（
お
茶
付
き
）

※
歌
本
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
購
入

は
一
冊
１
０
０
０
円
（
税
込
）

出
演

酒
井
健
太
郎
氏
（
リ
ー
ダ

ー
）・
山
本
汎
昭
氏（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
）・
松
田
洋
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）・
寺

田
正
幸
氏
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
メ
カ
ニ
ク
ル
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
ｖ
ｏ

ｌ
.２
「
し
た
く
て
も
、
で
き
な
い
こ

と
。
こ
の
き
か
い
に
。」

ふ
だ
ん
何
気
な
く
さ
わ
っ
て
い
る

家
電
製
品
を
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
工

具
を
使
っ
て
行
う
分
解
体
験
会
に
参

加
し
よ
う
。

日
時
６
月
４
日
㈰
　
①
午
前
10
時

30
分
～
正
午
、
②
午
後
１
時
30
分
～

３
時

場
所

あ
す
と
ホ
ー
ル

対
象

小
学
生
（
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

定
員

こ
ど
も
申
込
み
先
着
30
人

参
加
費

５
０
０
円（
同
伴
者
無
料
）

持
物

よ
ご
れ
て
も
大
丈
夫
で
、
腕

を
う
ご
か
し
や
す
い
服
装

※
分
解
す
る
家
電
製
品
や
工
具
類
は

こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

日
時
５
月
28
日
㈰
　
午
前
11
時
～

午
前
11
時
30
分

出
演

あ
す
と
絵
本
の
会
“
し
ぃ
ず

ん
ず
”

絵
本
貸
出
実
施
中
！

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
募
集
中

各
講
座
１
回
の
み
無
料
体
験
で
き

ま
す（
見
学
の
み
の
講
座
も
有
）電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

▽
健
康
ヨ
ガ

心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

日
時
毎
週
金
曜
日
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

受
講
料

３
か
月
ご
と
に
前
納
制

（
３
か
月
12
回
分
１
万
６
８
４
８
円
）

持
物

運
動
し
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）

講
師

矢
内
な
お
み
氏
（
国
際
ヨ
ガ

協
会
大
阪
南
学
園
長
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

▽
い
き
い
き
太
極
拳

太
極
拳
で
ス
ト
レ
ス
発
散
。

日
時
毎
週
水
曜
日
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

受
講
料

３
か
月
ご
と
に
前
納
制

（
３
か
月
12
回
分
１
万
６
８
４
８
円
）

講
師

梶
上
正
毅
氏
（
大
阪
太
極
拳

協
会
指
導
員
）

▽
健
康
体
操

運
動
不
足
の
解
消
に
。

日
時
第
２
・
４
金
曜
日
　
午
前
10

時
30
分
～
正
午

受
講
料

６
回
３
２
４
０
円
（
１
回

５
４
０
円
）

講
師

前
田
ふ
じ
き
氏
（
元
府
立
泉

北
高
等
学
校
教
諭
　
他
）

納
税
通
知
書
裏
面
に
記
載
の
金
融

機
関
、大
阪
府
内
の
郵
便
局
、コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
府
税
事
務
所
で

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か

ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
税
も

で
き
ま
す
。さ
ら
に
、府
税
収
納
を
扱

う
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除

く
）
の
Ｐ
ａ
ｙ
 -ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ

ー
）
に
対
応
し
て
い
る
方
法
に
よ
る

納
税
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
金
融
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
２
０
１
５
６
）

英
語
講
座
と
幼
児
・

子
ど
も
英
会
話
教
室
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日
時

毎
月（
５
月
～
来
年
２
月
）第

２
火
曜
日
　
午
後
７
時
～
９
時

場
所

市
役
所
会
議
室
な
ど

対
象

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入

門
・
基
礎
を
修
了
し
た
人
で
、
日
常

生
活
の
場
面
に
お
い
て
、
聴
覚
障
が

い
者
と
手
話
で
会
話
が
で
き
る
こ
と

を
目
指
す
人
（
他
市
な
ど
で
の
修
了

で
も
可
）

定
員

20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
選
考
）　
手
話
に
よ
る
会
話
が
で
き

る
よ
う
練
習
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合

初
回
の
５
月
講
座
か

ら
の
受
講
に
つ
い
て
は
５
月
８
日
㈪

ま
で
に
、
２
回
目
の
６
月
講
座
か
ら

の
受
講
に
つ
い
て
は
５
月
31
日
㈬
ま

で
に
、
障
が
い
福
祉
課
で
配
布
す
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、必
ず
修
了
証
の
写
し
を
添
付
し
、

障
が
い
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
９
番

窓
口
）へ
持
参
ま
た
は
郵
送（
〒
５
９

５
-８
６
８
６
　
<
住
所
記
載
不
要
>

泉
大
津
市
役
所
障
が
い
福
祉
課
）

「
が
ん
＝
痛
む
」
イ
メ
ー
ジ
で
す

が
、
実
は
ど
う
な
の
か
を
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時

５
月
29
日
㈪
　
午
後
２
時
～

３
時（
受
付
開
始
　
午
後
１
時
30
分
）

場
所

市
立
病
院
７
階
大
会
議
室

講
師

松
岡
美
佐
代
氏
（
が
ん
性
疼

痛
看
護
認
定
看
護
師
）

問
合

市
立
病
院
総
務
課
（
☎
32
・

５
６
２
２
）

■
は
じ
め
よ
う
パ
ソ
コ
ン
！
　
チ
ラ

シ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か（
全
６
回
）

日
時

５
月
31
日
～
７
月
５
日
の
毎

週
水
曜
日
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所

南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

申
込
先
着
15
人

受
講
料

１
５
０
０
円（
教
材
費
含
む
）

持
物

筆
記
用
具

講
師

田
中
孝
子
氏

申
込
・
問
合

５
月
17
日
㈬
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た

は
家
族
が
直
接
南
公
民
館
（
☎
33
・

１
７
６
４
・
フ
ァ
ク
ス
33
・
１
３
０

０
）
へ
。
申
込
用
紙
は
１
人
１
枚
配

布
。
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
18

日
㈭
午
前
９
時
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。な
お
、申

し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠
席
は

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

■
マ
ジ
ッ
ク
を
学
ぼ
う

地
域
の
人
た
ち
と
交
わ
り
、
マ
ジ

ッ
ク
の
面
白
さ
・
楽
し
さ
・
技
能
習

得
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

６
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
い
ず
れ
も
金
曜
日
（
全

５
回
）
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所

北
公
民
館
　

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
８
人

一
時
保
育

先
着
５
人
（
１
歳
～
就

学
前
の
幼
児
・
締
め
切
り
は
５
月
18

日
㈭
）

受
講
料

５
０
０
円

持
物

筆
記
用
具

講
師

ア
ミ
ー
ゴ
（
マ
ジ
ッ
ク
 ク
ラ

ブ
員
の
み
な
さ
ん
）

申
込
・
問
合

５
月
11
日
㈭
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た

は
家
族
が
、直
接
北
公
民
館（
☎
23
・

０
５
０
５
、
フ
ァ
ク
ス
23
・
０
５
６

６
）
へ

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
、
12

日
㈮
午
前
９
時
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠

席
に
つ
い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

■
気
功
教
室

呼
吸
法
で
、
や
さ
し
く
身
体
を
ほ

ぐ
し
な
が
ら
無
理
せ
ず
自
然
な
動
き

を
繰
り
返
す
こ
と
で
こ
れ
か
ら
の
病

気
予
防
、
健
康
維
持
を
図
る
た
め
気

功
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

６
月
４
日
・
11
日
・
25
日
、

７
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日

（
全
７
回
　
い
ず
れ
も
日
曜
日
）
午

前
10
時
～
11
時
30
分

場
所

北
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
30
人

受
講
料

５
０
０
円

持
物

バ
ス
タ
オ
ル
・
上
靴
・
水

筒
・
動
き
や
す
い
服
装
で

講
師

寿
　
富
子
氏

申
込
・
問
合

５
月
14
日
㈰
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た

は
家
族
が
、直
接
北
公
民
館（
☎
23
・

０
５
０
５
、
フ
ァ
ク
ス
23
・
０
５
６

６
）
へ

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
、
16

日
㈫
午
前
９
時
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠

席
に
つ
い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

さ
わ
る
絵
本
グ
ル
ー
プ
「
そ
よ
か

ぜ
」は
、布
な
ど
を
工
夫
し
て
、視
覚

障
が
い
児
が
手
で
さ
わ
っ
て
楽
し
め

る
絵
本（
さ
わ
る
絵
本
）を
制
作
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

日
時

６
月
６
日
・
20
日
・
７
月
４

日
・
18
日
（
全
４
回
　
第
１
・
第
３

火
曜
日
）
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後

０
時
30
分

場
所

市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
15
人

内
容

布
な
ど
を
型
紙
に
沿
っ
て
縫

い
、そ
の
中
に
綿
を
入
れ
て
立
体
感
を

作
り
だ
し
、そ
れ
ら
を
台
紙
に
貼
り
付

け
て
さ
わ
る
絵
本
を
制
作
し
ま
す
。

持
物

糸
き
り
バ
サ
ミ
・
筆
記
用
具

講
師

さ
わ
る
絵
本
グ
ル
ー
プ
「
そ

よ
か
ぜ
」

申
込
・
問
合

５
月
８
日
㈪
か
ら
市

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）
へ

心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、

け
が
の
手
当
な
ど
、
応
急
手
当
を
習

得
で
き
る
よ
う
救
命
講
習
を
開
催
し

ま
す
。消
防
署
か
ら「
普
通
救
命
講
習

修
了
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

日
時

５
月
25
日
㈭
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

場
所

市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
20
人

講
師

市
消
防
本
部
救
急
救
命
士

申
込
・
問
合

５
月
８
日
㈪
か
ら
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
３
）へ（
電
話
申
込
み
不

可
）

市
立
病
院
市
民
公
開
講
座

「
が
ん
の
痛
み
に
つ
い
て
」

南
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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北
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

さ
わ
る
絵
本
制
作

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

救
急
救
命
講
座

（
普
通
救
命
講
座
）

あ
す
と
ホ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

↑詳しくは
あすとホール
ホームページ

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
ま
で

平
成
29
年
度
　
手
話
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座



35 広報いずみおおつ　平成29年5月号

木
漏
れ
日
の
い
ざ
な
い

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

木
漏
れ
日
の
い
ざ
な
い

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
創

作
展
い
ず
み
-和
泉
市
文
化
協
会
美

術
部
門
十
一
部
門
の
粋
-」

和
泉
市
文
化
協
会
美
術
部
門
11
部

門
の
粋
を
集
め
た
作
品
を
、
一
堂
に

会
し
ま
す
。

日
時

４
月
15
日
㈯
～
６
月
18
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
弥
生
文
化
博
物
館
特
別
展
示
室

費
用

入
館
料
（
一
般
３
１
０
円
／

65
歳
以
上
・
高
大
生
２
１
０
円
）

■
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ

日
時

５
月
20
日
㈯
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
第
２
展
示

室
前

内
容

「
石
器
を
使
っ
て
み
よ
う
」

費
用

無
料
（
要
入
館
料
　
子
ど
も

フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ
ク
ー
ポ
ン
を
お
持

ち
の
人
は
無
料
）

申
込
・
問
合

弥
生
文
化
博
物
館

（
☎
46
・
２
１
６
２
）

対
象

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
要

介
護
度
４
・
５
で
常
時
寝
た
き
り
の

人
、
ま
た
は
重
度
の
身
体
障
害
者
で

常
時
寝
た
き
り
の
人

定
員

先
着
15
人

対
象
と
な
る
品
物

対
象
者
が
使
用

し
て
い
る
掛
布
団
・
敷
布
団
各
１
枚

申
込

５
月
８
日
㈪
～
19
日
㈮
に

「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
ま
た
は
、

「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」
と
印
鑑
を
持

参
し
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

問
合

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
23
・

１
３
９
３
）

日
時
・
場
所

５
月
10
日
㈬
　
午
前

10
時
～
午
後
４
時
30
分
　
大
津
神
社

問
合

献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・

１
３
９
３
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

な
ど
が
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
協
力
の

も
と
、「
ピ
エ
ロ
の
ブ
ロ
ー
チ
」
を
作

成
し
ま
す
。

日
時

５
月
23
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
20
人

材
料
費

２
０
０
円

問
合

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）
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タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●固定資産税・都市計画税……第 1期分

●軽自動車税……全期分
●国民健康保険料

(普通徴収 )…………………5月分
●介護保険料 ( 普通徴収 )……･･5 月分

（および全期前納分）
▽
56
年
ぶ
り
の
修
復
工
事

で
よ
み
が
え
っ
た
泉
穴
師

神
社
（
表
紙
掲
載
）
、
圧

巻
で
す
よ
ね
。
２
ペ
ー
ジ

か
ら
見
開
き
で
歴
史
や
工
事
の
内
容

を
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
一
度
泉
穴
師
神
社
へ
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
（
松
）

▽
お
づ
み
ん
新
グ
ッ
ズ
・
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
（
表
紙
、
15
ペ
ー
ジ
）
を
持

っ
て
私
も
早
速
お
花
見
に
行
っ
て
き

ま
し
た
！
近
く
の
人
に
可
愛
い
と
声

を
か
け
て
も
ら
え
、
鼻
高
々
♪
今
度

は
海
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
持
っ
て
行
こ
う
か

な
～
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
！
（
萬
）

▽
今
年
度
は
、
41
名
の
市
民
の
方
に

広
報
モ
ニ
タ
ー
に
登
録
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
読
み
や

す
く
、
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
（
大
）

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

献
血
の
お
知
ら
せ
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0031･33XAF4671･33☎館民公南●
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。
出

すましい願おにずれ
忘をり切水、はきとす出
てしとみご。すで分水は
度程割8～7のみご生

『看護の日』にちなみ、イベントを
開催します。なお、イベント当日に川
柳応募作品の各賞の発表も行います。
日時 ５月12日㈮　午後1時～3時
場所 いずみおおつCITYアトリウム
内容 血管年齢測定、身長・体重測
定、血圧測定、体脂肪測定、医療相
談、お薬相談、栄養相談、母乳・育児
相談
問合 市立病院総務課（☎32･5622）

消費者の意識向上を図ることを目標
としている泉大津消費者問題研究会で
は、家庭の不要品のリユースを目的と
したフリーマーケットを開催します。
日時 ５月27日㈯　午前10時～午後
３時（雨天中止）
場所 市役所南側駐車場（車でのご来

場はご遠慮ください）
■エコフリーマーケット出店者募集
対象 市内在住の人
募集数 先着27組
ブース面積 間口2.5m×奥行5.0m
出店料 １ブース500円
出店物 家庭の不要品に限る（飲食
物・医薬品・化粧品は不可）
申込・問合 ５月12日㈮　午前9時か
ら秘書広報課（市役所4階）（☎23・
4400）へ（電話申し込みに限る）

春の地域交流イベント「桃山フェス
タ」が開催されます。参加・体験型の
文化祭で、模擬店や音楽イベントなど
盛りだくさん。泉大津市教育委員会も
ブースを出展しPRします。
日時 5月28日㈰　午前10時～午後３時
場所 桃山学院大学（和泉市まなび野
1-1）
問合 桃山学院大学（☎54・3131）

港湾に対する美化意識を高めるた
め、また誰もが快適に利用できる港の
環境をつくるため、今年も６月４日㈰
に予定している泉大津市ごみゼロ大作
戦にあわせて、企業や各種団体のご協
力を得て、「港湾美化啓発運動」を実
施することになりました。市民の皆さ
んのご参加、ご協力をよろしくお願い
します。
日時 6月4日㈰ 午前8時～10時
（雨天の場合は6月11日㈰に順延。両
日とも雨天の場合は中止）
清掃・集合場所 ▷小松ふ頭…旧市民
会館噴水前　▷汐見ふ頭…汐見港湾労
働者福祉センター　▷助松ふ頭…助松
ふ頭港湾労働者福祉会館
※参加は3箇所いずれでもかまいませ
ん。清掃用具は、こちらで用意します
ので直接集合場所へお越しください。
問合 地域経済課（市役所4階）

情報

Ivent  Information

㈮
21/5 市立病院「看護の日」

イベント開催

㈯
72/5 泉大津

エコフリーマーケット

㈰
82/5 桃山フェスタ開催

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●固定資産税・都市計画税……第 1期分

●軽自動車税……全期分
●国民健康保険料

(普通徴収 )…………………5月分
●介護保険料 ( 普通徴収 )……･･5 月分

（および全期前納分）

編集後記

㈰
4/6 港湾

クリーンキャンペーン
布
団
丸
洗
い
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

「
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
」

■関空旅博2017～世界に一番近い旅の博覧会～
5 月 27 日㈯、28 日㈰ 午前 10 時～午後 5 時の 2 日間、

『関空旅博 2017』を開催します。「関空旅博」は関西国際空港
で毎年実施している西日本最大級の旅行イベント。今回は『ち
ょっと海外へ。』をテーマに、旅の魅力を発信します。大阪出
身のロックシンガー、相川七瀬さんをお迎えするほか、海外航
空券が当たる抽選会や、航空会社のオリジナルグッズなど貴
重なアイテムが揃う「KIX チャリティージャンク市」といっ
た、例年大好評を頂いているコンテンツも実施。入場料は無料
となっていますので、ぜひお誘い合わせのうえ、関西国際空港
へお越しください。期間中は駐車場の混雑が予想されます。電
車やバスなどの公共交通機関をご利用ください。
■関空旅博2017　主なイベント紹介
全イベント開催期間　5 月 27 日㈯、28 日㈰
▷ステージイベント
場所 南広場特設ステージ
内容 各国の文化や風習を伝える、ダンスや音楽をはじめと

するショーステージを開催。みんなで一緒に楽しめるクイズ
などの参加型イベントもお見逃しなく！
▷旅行フェスティバル
場所 南北広場
内容 国内外の観光局や航空会社、旅行会社などが一挙集結。
気になる観光情報を手に入れて、旅の計画に役立てよう！
▷世界のグルメ
場所 北広場
内容 旅先での楽しみのひとつが各国のご当地グルメ。たく
さんのメニューをみんなでワイワイ食べくらべてみよう！
▷海外旅行セミナー
場所 関西空港会議場(ホテル日航関西空港１階)
内容 政府観光局や航空会社などによるセミナー。旅や気に
なるあの国にまつわる知識を楽しく学べる絶好の機会！
▷KIXチャリティージャンク市
場所 関空展望ホール「Sky View」
内容 航空会社のオリジナルグッズや
航空機の部品、空港備品などが勢揃い。
レアなものをゲットできるチャンスか
も!?

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/

↑昨年度実施の様子

↑たくさんの人で賑わうエコフリー
マーケット（昨年度の様子）
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